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東北大学史料館   
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野）
山中　一司
YAMANAKA Kazushi 教授 生年月日 1949年9月7日
大学院工学研究科 工学部 材料システム工学専攻 マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野）
出身学校
東京大学・工学部・物理工学科 1975年 卒業
出身大学院
東京大学・工学系研究科・物理工学科 修士課程 1977年 修了
取得学位
工学博士 東北大学 1987年
略歴
1978年—1985年 通商産業省工業技術院機械技術研究所基礎部トライボロジ課　研究員
1985年—1989年 通商産業省工業技術院機械技術研究所材料工学部トライボロジ課　主任研究官
1989年—1994年 通商産業省工業技術院機械技術研究所基礎機械部極限技術課　主任研究官
1994年—1997年 通商産業省工業技術院機械技術研究所極限技術部量子技術研究室　室長
1997年—現在 東北大学大学院工学研究科材料システム工学専攻　教授
2005年—2012年 東北大学未来科学技術共同研究センター　教授
研究経歴
1976年—1978年 生体高分子水溶液の超音波物性
1978年—1980年 耐摩耗性表面被覆の開発と物性研究
1980年—1988年 超音波顕微鏡による材料評価法
1988年—2003年 レーザー超音波および超音波原子力間力顕微鏡を用いた材料評価法
2003年—現在 ボール SAWセンサおよび非線形超音波による先進計測
所属学会
応用物理学会, 日本非破壊検査協会, 日本音響学会, 日本金属学会, IEEE
学会活動
日本非破壊検査協会「007新素材の非破壊評価特別研究委員」　委員 1987年－1995年
科学技術振興調整費総合研究「高度信頼性を要する材料  構造物の定量的知能
的非破壊評価法の基盤技術に関する研究」推進委員　推進委員
1991年－1996年
超音波エレクトロニクス協会　論文委員 1991年－2010年
第 16回超音波エレクトロニクス協会　実行委員 1995年－1995年
電子情報通信学会プログラム編成委員「シンポジウム光音響効果と材料評価技
術への応用」　編成委員
1995年－1995年
日本非破壊検査協会 「レーザー非破壊試験研究会」　主査 1996年－1998年
1998 World Congress on Ultrasonics　論文員 1996年－1998年
1998 IEEE International Ultrasonics Symposium　実行委員 1997年－1998年
Review of Nondestructive Evaluation　編集委員 1997年－現在
日本非破壊検査協会「レーザー超音波計測システム研究会」　幹事 1998年－2000年
10th International Symposium on Nondestructive Characterization of Materials
Committee Member　委員
1999年－2000年
第 21回超音波エレクトロニクス協会　実行委員 2000年－2001年
日本非破壊検査協会「非破壊検査用標準物質作製委員会」　委員 2000年－2005年
日本非破壊検査協会「超常環境における超音波計測研究会」　幹事 2000年－現在
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウムUSE2004　実行委
員会 委員、論文委員会 委員長
2003年－2004年
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウムUSE2005　実行委
員会 委員、論文委員会 委員
2004年－2005年
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウムUSE2006　運営委
員会幹事会 委員、論文委員会 委員
2005年－2006年
応用物理学会　 JJAP編集委員 2006年－2007年
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウムUSE2007　論文委
員会 委員
2006年－2007年
日本非破壊検査協会　評議員 2007年－2011年
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウムUSE2008　運営委
員会幹事会 委員、実行委員会 副実行委員長、論文委員会 委員
2007年－2008年
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 1
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超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウムUSE2009　運営委
員会幹事会 委員、実行委員会 委員長、論文委員会 委員
2008年－2009年
応用物理学会　 JJAP編集委員 2009年－2010年
超音波シンポジウム運営委員会　実行委員会 委員長 2009年－2010年
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウムUSE　運営委員会
幹事会 委員
2009年－2013年
日本非破壊検査協会「非線形超音波の基礎と応用に関する研究会」　委員 2010年－現在
IEEE UFFC (Ultrasonics, Ferroelectrics and Frequency Control) Japan 　
Chapter Cair
2011年－2013年
3rd International Symposium on Laser Ultrasonics and Advanced Sens-
ing(LU2013)　組織委員長
2011年－現在
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム　運営委員長 2013年－2014年
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム　運営委員会幹事
会副代表
2013年－2015年
超音波エレクトロニクス協会の基礎と応用に関するシンポジウム　副代表理事 2014年－2015年
専門分野
薄膜  表面界面物性, 計測工学, 複合材料  物性
研究課題
・超音波を用いた材料評価法に関する研究
・カンチレバーの高次振動を用いる超音波原子間力顕微鏡によるナノメカニカル物性計測
・位相速度走査法レーザー超音波による高指向性超音波の発生と非破壊評価への応用（材料の物性  欠陥の
評価及び音速測定精度の検証）
・大型構造物の非破壊検査のための低周波レーザー超音波法
・超音波原子間力顕微鏡による表面下の原子層の観察と操作
・超音波原子間力顕微鏡のナノスケール非破壊内部計測を用いた薄膜製造プロセス支援
・ボール SAW水素ガスセンサの開発
・応力腐食割れ  疲労き裂定量評価のためのサブハーモニック超音波計測及び映像法
・非線形超音波フェーズドアレイによる閉口き裂の評価法に関する研究
・多種類の危険  有害ガスに対する携帯型高感度ガスセンサシステム
報道
量子機械の研究に着手（資料提供　新聞　日経産業新聞） 1995年10月
機械技研 超音波 AFM開発（資料提供　新聞　日経産業新聞） 1996年3月
レーザー超音波で新技術（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 1996年4月
文部省 COE形成プログラム：複合環境における破壊の物理化学と制御システ
ム（ナノ領域弾性特性評価）超音波原子間力顕微鏡の写真（資料提供　新聞　
科学新聞）
1999年12月
球面半導体の活用加速、凸版表面弾性波素子　携帯電話　ノイズ除去（資料提
供　新聞　日経産業新聞）
2001年4月
感度 10倍球形センサー（資料提供　新聞　日経産業新聞） 2003年12月
球状水素ガスセンサー、表面弾性波使い高感度（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 2004年8月
ボール SAWセンサー　次世代向け評価キット（資料提供　新聞　化学工業日報） 2005年6月
水素ガス高速検知（資料提供　新聞　河北新報） 2006年1月
感度 100倍アップ　水素ガス検知器（資料提供　新聞　読売新聞） 2006年1月
水素ガスの漏れ 濃度　表面弾性波で高速検知（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 2006年1月
水素ガス濃度測定　応答 50倍速く（資料提供　新聞　日経産業新聞） 2006年1月
水素ガスセンサー開発（資料提供　新聞　科学新聞） 2006年1月
濃度範囲が広く、高応答の水素センサ　東北大、水晶球の表面弾性波を利用-爆
発限界の 4堆積％を検出（資料提供　雑誌　日経ものづくり）
2006年3月
ガスセンサー開発競う（資料提供　新聞　日経産業新聞） 2006年3月
JSTの戦略的創造研究推進事業（資料提供　新聞　日刊工業新聞） 2006年8月
CREST　 3件の研究が採択（資料提供　新聞　東北大学学生新聞） 2006年9月
原子炉配管　閉口亀裂も映像化　超音波測定装置を開発（資料提供　新聞　河
北新報）
2007年7月
原発配管内のひび割れ検出　特殊周波数で高精度化（資料提供　新聞　日刊工
業新聞）
2007年7月
見えない亀裂　正確測定（資料提供　新聞　読売新聞） 2007年7月
「東北大学の新世紀」　超音波で危険なガスを検知（出演  執筆　テレビ　東
日本放送）
2008年1月
「東北大学の新世紀」超音波で危険なガスを検知（出演  執筆　テレビ　 BS朝
日全国放送）
2008年1月
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10種類超のガス検知 -SAWセンサを利用 東北大、装置を試作（資料提供　新
聞　日刊工業新聞）
2009年12月
携帯型でガス 100種検知 -東北大など世界最小の装置開発（資料提供　新聞　
読売新聞）
2009年12月
世界最小の携帯装置開発 有害ガス 100種以上同時検出（資料提供　新聞　河北
新報）
2009年12月
多種類のガスを検出 可搬型高性能センサ（資料提供　新聞　科学新聞） 2010年1月
複数種類のガス同時検出の装置（資料提供　新聞　日経産業新聞） 2010年1月
学外の社会活動
Fuel Cell Seminar 2004（展示会） 2004年11月－2004年11月
東北大学イノベーションフェア（展示会） 2006年10月－2006年10月
東北大学イノベーションフェア（展示会） 2007年2月 －2007年2月
東北大学イノベーションフェア 2007in仙台（展示会） 2007年10月－2007年10月
JSTシンポジウム　 CREST12-科学技術イノベーションを目指す CRESTの挑
戦-（展示会）
2008年5月 －2008年5月
第 2 回レーザ超音波および先進非接触計測技術研究会 (シンポジウム)（その他） 2008年11月－2008年11月
東北大学未来科学技術共同研究センター (NICHe)セミナー（講演会  セミナー） 2010年2月 －2010年2月
外部機関における活動
学術振興会「弾性波素子技術第 150委員会」 産学共同委員 1990年04月－現在
学術振興会「ナノプローブテクノロジー第 167委員会」 産学共同委員 1998年04月－2012年03月
高経年化対策強化基盤整備事業 東北  北海道クラスター 検査  補修技術検討
会 委員
2009年07月－2010年03月
高経年化対策強化基盤整備事業 東北  北海道クラスター 応力腐食割れ技術検討
会 委員
2009年07月－2010年03月
高経年化対策強化基盤整備事業 東北  北海道クラスター 状態監視保全技術検討
会 委員
2009年07月－2010年03月
高経年化対策強化基盤整備事業 東北  北海道クラスター 応力腐食割れ技術検討
会 委員
2010年07月－2011年03月
高経年化対策強化基盤整備事業 東北  北海道クラスター 状態監視保全技術検討
会 委員
2010年07月－2011年03月
高経年化技術評価高度化事業 減肉モニタリングによる予測  監視融合の評価手
法の検討会 委員
2011年10月－2012年02月
高経年化技術評価高度化事業 環境助長割れの非破壊評価の高度化検討会 委員 2011年10月－2012年02月
高経年化技術評価高度化事業　疲労割れ非破壊評価高信頼化検討会 委員 2012年05月－2013年03月
高経年化技術評価高度化事業　減肉モニタリング予測  監視融合検討会 委員 2012年05月－2013年03月
高経年化技術評価高度化事業　疲労割れ非破壊評価の高信頼化検討会 委員 2013年07月－2014年03月
オープンキャンパス・研究所公開等
平成 16年度学科公開（実施） 2004年7月 －2004年7月
平成 17年学科公開（実施） 2005年7月 －2005年7月
平成 18年度学科公開（実施） 2006年7月 －2006年7月
平成 19年度学科公開（実施） 2007年7月 －2007年7月
平成 20年度学科公開（実施） 2008年7月 －2008年7月
平成 21年度学科公開（実施） 2009年7月 －2009年7月
平成 22年度学科公開（実施） 2010年7月 －2010年7月
平成 23年度オープンキャンパス（実施） 2011年7月 －2011年7月
平成 24年度オープンキャンパス（実施） 2012年7月 －2012年7月
平成 25年度オープンキャンパス（実施） 2013年7月 －2013年7月
平成 26年度オープンキャンパス（実施） 2014年7月 －2014年7月
学内活動
工学研究科教務委員会委員 2003年4月 －2004年3月
工学研究科技術組織検討委員会委員 2003年4月 －2005年3月
マテリアル  開発系総務委員会委員 2004年4月 －2005年3月
マテリアル  開発系職員WG長 2004年4月 －2005年3月
マテリアル  開発系環境施設整備委員会委員 2004年4月 －2005年3月
マテリアル  開発系大学院教務委員会委員 2004年4月 －2005年3月
男女共同参画WG委員 2004年4月 －2005年3月
電力エネルギー未来技術（東北電力）寄附研究部門運営委員会委員 2004年4月 －2005年3月
工学研究科環境施設整備室運営委員会委員 2004年4月 －2005年3月
マテリアル  開発系運営委員会　委員 2012年4月 －2013年3月
マテリアル  開発系プレゼミWG　WG長 2012年4月 －2013年3月
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 3
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マテリアル  開発系拡大運営委員会　委員 2012年4月 －2014年3月
マテリアル  開発系予算財務委員会　委員 2013年4月 －2014年3月
マテリアル  開発系　系学部教務委員会　委員 2013年4月 －2015年3月
学位授与数
博士 11人
修士 41人
学士 90人
法務博士（専門職） 0人
修士（専門職） 0人
短期大学士 0人
準学士 0人
専門士 0人
論文博士 0人
担当授業科目
(学部教育)
材料科学総合学特別講義（材料計測評価学Ⅱ） 2006年－現在
材料計測評価学 2006年－現在
(大学院教育)
マイクロシステム学セミナー 2004年－2005年
量子  統計力学 2004年－2006年
材料システム計測学 2004年－現在
マイクロシステム学特論 2004年－現在
材料加工プロセス学特論（留学生特別コース） 2004年－現在
マイクロシステム学特別研修 2004年－現在
国際会議　発表・講演
Low Temperature Acoustic Microscopy for Materials Characterization[1990 IEEE Ultrasonics Symposium]
(1990年11月 –- 1990年11月, アメリカ合衆国, ハワイ) 口頭（招待 特別）
Application of Ion Beam Process on Micromachines[Eighth International Conference on Surface Modiﬁction
of Metals by Ion Beams(SMIB’93)]
(1993年9月 –- 1993年9月, 日本国, 石川) 口頭（招待 特別）
Precise Measurement in Laser Ultrasonics by Phase Velocity Scanning of Interference Fringes[First US-
Japan,Symp.on Advances in NDT 日米非破壊検査協会合同会議]
(1996年6月 –- 1996年6月, アメリカ合衆国, ハワイ) 口頭（招待 特別）
Ultrasonic Atomic Force Microscopy[The 4th International Colloquim on Scanning Tunneling Microscopy]
(1996年12月 –- 1996年12月, 日本国, 石川) 口頭（招待 特別）
Enhancement of Sensitivity and Mode Selectivity in Laser Ultrasonics[ASA/ASJ Joint Meeting 日米音響
学会合同会議]
(1996年12月 –- 1996年12月, アメリカ合衆国, ハワイ) 口頭（招待 特別）
Ultrasonic Atomic Force Microscopy with Higher Order Mode Vibration of Cantilever[1998IEEE Interna-
tional Ultrasonics Symposium]
(1998年10月5日 –- 1998年10月8日, 日本国, 宮城) 口頭（招待 特別）
Inverse Analysis of Tip Shape and Nanoscale Elasticity in Ultrasonic Atomic Force Microscope[1999 World
Congress on Ultrasonics]
(1999年7月 –- 1999年7月, デンマーク, コペンハーゲン) 口頭（招待 特別）
Nanoscale nondestructive evaluation of materials and devices by ultrasonic atomic force microscopy[SPIE’
S 8ｔｈ Annual International Symposium on NDE for Health Monitering and Diagnostics]
(2003年3月2日 –- 2003年3月6日, アメリカ合衆国, サンディエゴ) 口頭（招待 特別）
Laser ultrasoud with improved mode selectivity and directivity -Evaluation of mems componernts-[The
18th International Congress on Acoustics]
(2004年4月4日 –- 2004年4月9日, 日本国, 京都) 口頭（招待 特別）
Ball SAW Hydrogen Sensor with Amplitude and Delay Time Response[2004 IEEE International Ultrasonics
Ferroelectrics and Frequency Control]
(2004年8月23日 –- 2004年8月27日, カナダ, モントリオール) 口頭（一般）
Evaluation of Closed cracks by analysis of subharmonic ultrasound with closure stress[16th World
Conference on Nondestructive Testing]
(2004年8月30日 –- 2004年9月3日, カナダ, モントリオール) 口頭（一般）
Time Domain Analysis of Subharmonic Ultrasound for Practical Crack Sizing[32rd Annual Review of
Progress in Quantitative Nondestructive Evaluation]
(2005年7月31日 –- 2005年8月5日, アメリカ合衆国) 口頭（一般）
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Diﬀraction-free propagation of collimated surface acoustic wave on a sphere applied for innovative gas
sensors[IEEE Ultrasonics Symposium]
(2005年9月19日 –- 2005年9月21日, オランダ, ロッテルダム) 口頭（招待 特別）
Ball SAW SENSORS FOR SAFETY AND RELIABILITY OF FUEL CELL TECHNOLOGIES[at 1st
International Conference on Advanced Nondestructive Evaluation]
(2005年11月7日 –- 2005年11月7日, 韓国, 済州) 口頭（基調）
Evaluation of closed cracks using transient subharmonic ultrasound[The 9th Western Paciﬁc Acoustic
Conference]
(2006年6月26日 –- 2006年6月28日, 韓国, ソウル) 口頭（招待 特別）
A theory for waveforms of ball surface acoustic wave sensor based on diﬀraction -free propagation of
collimated beam[2007 ICU Vienna(The International Congress on Ultrasonics)]
(2007年4月9日 –- 2007年4月12日, オーストリア, ウィーン) 口頭（一般）
Ultrasonic Atomic Force Microscopy of Subsurface Defects[AI29 29th International Symposium on
Acoustical Imaging]
(2007年4月16日 –- 2007年4月18日, 日本国, 神奈川) 口頭（招待 特別）
Principle and application of Ball SAW sensor[The Japan-China Joint Conference on Acoustics JCA 2007]
(2007年6月4日 –- 2007年6月6日, 日本国, 宮城) 口頭（基調）
Ultrasonic evaluation of closed cracks in materials using subharmonic phased array[The 2nd International
Conference on Advanced Nondestructive Evaluation]
(2007年10月17日 –- 2007年10月17日, 韓国, 釜山) 口頭（招待 特別）
Ultrasonic evaluation of closed cracks using subharmonic/superharmonic phased array and a laser
interferometer[IV Pan American Conference for Non Deatructive Testing]
(2007年10月22日 –- 2007年10月26日, アルゼンチン, ブエノスアイレス) 口頭（一般）
Evaluation of functional materials and devices using atomic force microscopy with ultrasonic measure-
ments[15th International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM15)]
(2007年12月6日 –- 2007年12月8日, 日本国, 静岡) 口頭（招待 特別）
Analysis of Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE) Using Elastic-Body-Oscillator
Model[18th International Symposium on Nonlinear Acoustics]
(2008年7月7日 –- 2008年7月10日, スウェーデン, ストックホルム) 口頭（一般）
New NDE Technique[The 2nd International Symposium for Nondestructive Reliability Evaluation (NDRE)]
(2009年7月23日 –- 2009年7月23日, 日本国, 茨城) 口頭（招待 特別）
Remarkable Behavior of SAW on Balls and Its Application to Novel Sensors.[2nd International.Symposium
on Laser-Ultrasonics(LU 2010)]
(2010年7月5日 –- 2010年7月8日, フランス, タランス) 口頭（招待 特別）
Multiple Organic Gas Detection by the Ball Surface Acoustic Wave Sensor.[The First International
Conference on Sensor Device Technologies and Applications]
(2010年7月18日 –- 2010年7月25日, イタリア, ベニス) 口頭（一般）
Two-Dimensional Analysis of Subharmonic Ultrasound at Closed Cracks by Damped Double Nodes[38th
Annual Review of Progress in QNDE]
(2011年7月17日 –- 2011年7月22日, アメリカ合衆国, バーモント) 口頭（一般）
Two Dimensional Model for Subharmonic Generation at Closed Cracks[International Congress on Ultra-
sonics (ICU)]
(2011年9月5日 –- 2011年9月8日, ポーランド, グダンスク) 口頭（一般）
Two-Dimensional Analysis of Subharmonic Ultrasound Generation at Closed Cracks by Damped Double
Nodes[6th International Workshop NDT in Progress]
(2011年10月10日 –- 2011年10月12日, チェコ, プラハ) 口頭（一般）
Advancend Ultrasonic Measurement for Safe and Secure Society[International Symposium of Materials
Integration (GCOE)]
(2011年12月2日 –- 2011年12月2日, 日本国, 宮城) 口頭（一般）
Two Dimensional Model for Subharmonic Generation at Closed Cracks with Damped Double Nodes[The
19th International Symposium on Nonlinear Acoustics (ISNA)]
(2012年5月21日 –- 2012年5月24日, 日本国, 東京) 口頭（一般）
Large Amplitude Ultrasonic Transducer for Crack Evaluation[The Sixth International COnference on
Emerging Security Information, Systems and Technologies (SECURWARE 2012)]
(2012年8月19日 –- 2012年8月24日, イタリア, ローマ) 口頭（一般）
Responses of Quartz Ball Surface Acoustic Wave (SAW) Sensor to Trance Moisture[2013 Joint UFFC,
EFTF and PFM Symposium]
(2013年7月21日 –- 2013年7月25日, チェコ, プラハ) 口頭（一般）
Trace moisture measurement of 10 nmol/mol using a 3mm diameter silica coated ball SAW sensor[2014
IEEE International Ultrasonics Symposium]
(2014年9月3日 –- 2014年9月6日, アメリカ合衆国, イリノイ) ポスター（一般）
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 5
山中　一司
Ball SAW sensor for trace moisture measurement[The 11th International Workshop on Piezoelectric
Materials and Applications in Actuators & The 9th Energy Harversting Workshop]
(2014年9月22日 –- 2014年9月25日, 中国, Suzho) 口頭（基調）
国内会議　発表・講演
セラミックス表面層の超音波顕微鏡による評価 [機械技術研究所昭和 56年度春季研究講演会「摩擦摩耗対
策としてのトライボロジー」]
(1981年5月 –- 1981年5月, 東京) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡による固体表面のキャラクタリゼーション [理研シンポジウム「レーザーと音響映像法」]
(1983年10月 –- 1983年10月, 埼玉) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡のセラミックス研究への応用 [機械技術研究所第 11回研究講演会「機械材料としてのセラ
ミックス」]
(1984年6月 –- 1984年6月, 東京) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡による内部組織と欠陥の観察 [ファインセラミックス評価技術セミナー]
(1984年10月 –- 1984年10月, 愛知) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡による非破壊検査 [窯業協会関東支部第２回講習会「セラミックス特性の測定技術ノウハウ]
(1985年7月 –- 1985年7月, 東京) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡の材料評価への応用 [日本材料学会第８回材料講習会]
(1985年12月 –- 1985年12月, 京都) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡による材料の機械的性質の評価 [電子情報通信学会セミナー「超音波顕微鏡とその応用」]
(1989年3月 –- 1989年3月, 大阪) 口頭（招待 特別）
極限化を目指す機械技術「特殊環境用音響顕微鏡技術」[第 24回機械技術研究所研究講演会]
(1990年9月 –- 1990年9月, 東京) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡の原理とその応用 [材料学会第 15回材料講習会]
(1992年12月 –- 1992年12月, 京都) 口頭（招待 特別）
レーザー励起超音波顕微鏡技術 [計測自動制御学会先端電子計測部会講演会]
(1993年11月 –- 1993年11月, 東京) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡技術の最近の話題-分解能と測定環境に関して [日本材料科学会]
(1994年11月 –- 1994年11月, 東京) 口頭（招待 特別）
原子間力顕微鏡を用いた非破壊評価技術 [日本非破壊検査協会第 3分科会]
(1994年12月 –- 1994年12月, 茨城) 口頭（招待 特別）
AFMにおける振動を用いた物質表面の評価技術 [物質研フォーラム]
(1994年12月 –- 1994年12月, 茨城) 口頭（招待 特別）
新しい方式の超音波顕微鏡 [セラミックス協会]
(1995年9月 –- 1995年9月, 東京) 口頭（招待 特別）
原子間力顕微鏡を用いた可視化技術 [精密工学会]
(1996年3月 –- 1996年3月, 東京) 口頭（一般）
新しい超音波顕微鏡の開発 [高分子学会講演会]
(1996年6月 –- 1996年6月, 東京) 口頭（招待 特別）
Laser Ultrasonics and its Application[第 17回超音波エレクトロニクスシンポジウム]
(1996年10月 –- 1996年10月, 山形) 口頭（招待 特別）
材料評価技術の最近の進展 [塑性加工学会東北支部総会]
(1997年4月 –- 1997年4月, 仙台) 口頭（招待 特別）
超音波顕微鏡および原子間力顕微鏡による材料評価 [高分子学会講演会]
(1997年6月 –- 1997年6月, 千葉) 口頭（招待 特別）
レーザー超音波法による材料  構造物の非接触非破壊評価 [機械技術協会講演会]
(1997年11月 –- 1997年11月) 口頭（招待 特別）
超音波原子間力顕微鏡における探針形状と接触状態の逆問題解析法 [学術振興会「ナノプローブテクノロ
ジー第 167委員会」講演]
(1999年5月21日 –- 1999年5月21日, 東京) 口頭（招待 特別）
レーザー超音波による材料評価 [機械学会先端技術フォーラム「超音波による非破壊評価技術の現状と将
来」(1)]
(2000年8月 –- 2000年8月) 口頭（招待 特別）
球状弾性表面波水素ガスセンサの開発 [日本音響学会]
(2005年9月28日 –- 2005年9月28日) 口頭（招待 特別）
球状弾性表面波センサの高度化 (III)周回伝搬波形の理論解析 [応用物理学関係連合講演会]
(2006年3月22日 –- 2006年3月26日, 東京) 口頭（一般）
ボール SAW水素ガスセンサ [有機エレクトロニクス研究会]
(2006年4月14日 –- 2006年4月14日, 東京) 口頭（招待 特別）
ボール SAW素子の原理と応用 [電気学会センサマイクロマシン準部門研究会]
(2006年5月15日 –- 2006年5月15日, 東京) 口頭（招待 特別）
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閉口き裂を映像化する非線形超音波フェーズドアレイの基礎的検討 [日本保全学会 第三回学術講演会]
(2006年7月6日 –- 2006年7月7日, 宮城) 口頭（一般）
ボール SAWセンサの結晶方位制御と周回伝搬波形の解析 [応用物理学会学術講演会]
(2006年8月29日 –- 2006年9月1日, 滋賀) 口頭（一般）
非線形超音波とレーザー計測 [日本非破壊検査協会 平成 18年度第 3回レーザー超音波  先端検査計測技
術研究会]
(2006年12月15日 –- 2006年12月15日, 茨城) 口頭（一般）
閉じたき裂評価のためのサブハーモニック超音波フェーズドアレイ [日本音響学会]
(2007年3月13日 –- 2007年3月13日, 東京) 口頭（招待 特別）
Ultrasonic Evaluation of Closed Cracks Using Subharmonic Phased Array.[超音波エレクトロニクスの基礎
と応用に関するシンポジウム USE07]
(2007年11月14日 –- 2007年11月16日, 千葉) 口頭（一般）
超音波計測の最近の動向 [日本非破壊検査協会「安心 安全な社会を支える非破壊検査技術シンポジウム—
新素材及びその製品の非破壊評価技術—]
(2007年11月22日 –- 2007年11月22日, 千葉) 口頭（招待 特別）
ボール SAWセンサの高度化 [圧電材料  デバイスシンポジウム]
(2008年1月24日 –- 2008年1月25日, 宮城) 口頭（招待 特別）
多種類の危険  有害ガスに対する携帯型高速度ガスセンサシステム [先進的総合センシング技術シンポジ
ウム]
(2008年11月18日 –- 2008年11月18日, 東京) 口頭（一般）
Advanced Ultrasonic Testing by Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE)[第 1回超音波
分科会特別シンポジウム：超音波ガイド波と先進超音波計測]
(2009年5月11日 –- 2009年5月11日, 東京) 口頭（招待 特別）
球を多重周回する表面波のコリメートビームと高感度なガス検出 -ボール SAWセンサの原理と応用-[社
団法人 表面技術協会 第 121回講演会]
(2010年3月15日 –- 2010年3月16日, 東京) 口頭（招待 特別）
球状弾性表面波（ボール SAW）センサの開発とマイクロ GCへの応用 [日本分析化学会第 59年会]
(2010年9月15日 –- 2010年9月17日, 宮城) 口頭（招待 特別）
多種類の危険 有害ガスに対する携帯型高感度ガスセンサシステム [CREST「先進的総合センシング技術」
研究領域　平成 22年度公開シンポジウム]
(2010年11月9日 –- 2010年11月9日, 東京) 口頭（一般）
サブハーモニック超音波フェーズドアレイによる閉口き裂の映像と解析 [圧電材料  デバイスシンポジウ
ム 2011]
(2011年1月31日 –- 2011年2月1日, 宮城) 口頭（一般）
閉口き裂の非線形超音波映像とその解析 [日本音響学会 2011年春季研究発表会]
(2011年3月9日 –- 2011年3月11日, 東京) 口頭（招待 特別）
サブハーモニック超音波フェーズドアレイによる閉口き裂の映像と 2次元モデルによる解析 [第 2回超音
波による非接触非破壊評価研究会]
(2011年8月8日 –- 2011年8月9日, 兵庫) 口頭（一般）
ナノスケール固体界面の接触と非線形性の利用技術 [平成 23年度第 1回非線形超音波の基礎と応用に関す
る研究会]
(2011年8月10日 –- 2011年8月11日, 徳島) 口頭（一般）
ボール SAWセンサの最近の展開 [2013年春季 第 60回応用物理学関係連合講演会]
(2013年3月27日 –- 2013年3月30日, 神奈川) 口頭（招待 特別）
き裂の非線形超音波映像におけるアーティファクトとその抑制法 [日本音響学会 2013年秋季研究発表会]
(2013年9月25日 –- 2013年9月27日, 愛知) 口頭（招待 特別）
安全と安心のための先進超音波計測 [日本音響学会東北支部主催 第 1153回学術講演会]
(2014年4月23日 –- 2014年4月23日, 宮城) 口頭（招待 特別）
ボ ー ル S A W セ ン サ と そ の 応 用 [第 35回　超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポ
ジウム]
(2014年12月3日 –- 2014年12月5日, 東京都) 口頭（招待 特別）
ボール SAWセンサとその応用 [圧電材料  デバイスシンポジウム 2015]
(2015年2月18日 –- 2015年2月19日, 宮城) 口頭（招待 特別）
国際会議　主催・運営
3rd International Symposium on Laser Ultrasonics and Advanced Sensing(LU2013)
(2013年6月25日 –- 2013年6月28日, 日本, 神奈川) ［主催］
The 34th Symposium on Ultrasonic Electronics(USE2013)
(2013年11月20日 –- 2013年11月22日, 日本, 京都) ［運営］
学術受賞
科学技術庁長官賞研究功績者受賞 1986年
[科学技術庁]
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 7
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超音波テクノ科学賞（日本工業出版）受賞 1993年
[日本工業出版]
工業技術院長賞受賞 1996年
[工業技術院]
応用物理学会論文賞 1997年
[応用物理学会]
日本非破壊検査協会論文賞 2001年
[社団法人　日本非破壊検査協会]
日本非破壊検査協会奨励賞 2004年
[日本非破壊検査協会]
文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門） 2008年
[文部科学省]
第 8回（平成 20年度）山崎貞一賞 2008年
[（財）材料科学技術振興財団]
第 29回超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム（USE2008）
論文賞
2009年
[超音波エレクトロニクス協会]
SENSORDEVICES 2010:Best Paper Award 2010年
[International Academy,Research,and Industry Association(IARIA)]
超音波シンポジウム論文賞 2014年
[超音波エレクトロニクス協会]
特許
(公開中)
高エネルギーイオン注入によるマイクロ機械要素の機能加工法
1992年 3月 31日出願（特願平 4-105545）　 1993年 10月 26日公開（特開平 05-279849）
音響映像による物体特性の計測方法及びその装置
1992年 11月 11日出願（特願平 4-325954）　 1994年 5月 27日公開（特開平 06-148150）
高速光位相走査法
1992年 11月 13日出願（特願平 4-328593）　 1994年 5月 27日公開（特開平 06-148557）
原子間力顕微鏡における超音波振動検出方法及び原子間力顕微鏡における試料観察方法
1993年 5月 12日出願（特願平 5-133878）　 1994年 11月 25日公開（特開平 06-323843）
非接触非破壊材料評価方法及び装置
1995年 7月 25日出願（特願平 7-209234）　 1997年 2月 7日公開（特開平 09-33490）
Surface Acoustic Wave Element and Environmental Diﬀerence Sensor Using Surface Acoustic Wave
Element(弾性表面波素子及び弾性表面波素子を用いた環境差異検出装置)
2004年 9月 21日出願（PCT/JP2004/013755）　 2005年 3月 31日公開（WO05029701A1）
環境差異検出装置
2004年 3月 31日出願（特願 2004-108236）　 2005年 10月 20日公開（特開 2005-291955）
原子間力顕微鏡
2004年 12月 27日出願（特願 2004-376397）　 2006年 7月 13日公開（特開 2006-184079）
異方性を有する球状表面波素子の解析方法
2005年 9月 15日出願（特願 2005-269025）　 2007年 3月 29日公開（特開 2007-80095）
異方性球状材料の方向測定方法および球状弾性表面波素子の製造方法
2006年 11月 22日出願（特願 2006-315142）　 2008年 6月 5日公開（特願 2008-128855）
構造物欠陥の非破壊検査方法および構造物欠陥の非破壊検査装置
2012年 10月 19日出願（特願 2012-232404）　 2014年 5月 12日公開（特開 2014-8561）
ガスセンサ
2012年 12月 6日出願（特願 2012-266906）　 2014年 6月 26日公開（特開 2014-115084）
(登録済)
表面弾性波の音速測定法
1982年 9月 11日出願（特願昭 57-158535）　 1984年 3月 16日公開（特開昭 59-046824）　 1990年 8月
20日登録（特許第 1572721号）
超音波顕微鏡レンズ
1982年 3月 27日出願（特願昭 57-49899）　 1983年 10月 1日公開（特開昭 58-166258）　 1992年 1月
登録（特許第 1669392号）
表面弾性波の音速  減衰測定法
1983年 6月 24日出願（特願昭 58-114106）　 1985年 1月 14日公開（特開昭 60-6858）　 1993年 1月
19日登録（特許第 1725136号）
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光  超音波併用形測定用複合ヘッド
1985年 3月 29日出願（特願昭 60-67426）　 1986年 10月 7日公開（特開昭 61-225611）　 1993年 5月
20日登録（特許第 1757501号）
材料の亀裂深さ測定法
1985年 5月 8日出願（特願昭 60-97547）　 1986年 11月 12日公開（特開昭 61-254851）　 1994年 6月
7日登録（特許第 1846601号）
微小亀裂の深さ測定法
1985年 12月 10日出願（特願昭 60-277349）　 1987年 6月 18日公開（特開昭 62-135765）　 1994年 6
月 7日登録（特許第 1846606号）
単一モード超音波の発生法およびそれを利用した物体の厚さ測定法
1990年 11月 30日出願（特願平 2-338589）　 1992年 7月 24日公開（特開平 4-204315）　 1994年 12月
7日登録（特許第 1888392号）
材料の厚さ及び音速の同時測定法
1992年 7月 10日出願（特願平 4-207212）　 1994年 6月 24日公開（特開平 6-174455）　 1995年 1月
11日登録（特許第 2005305号）
応力負荷型低温用超音波顕微鏡
1990年 8月 22日出願（特願平 2-72549）　 1991年 12月 4日公開（特開平 3-272457）　 1995年 7月 10
日登録（特許第 1946579号）
原子間力顕微鏡および原子間力顕微鏡における試料観察方法
1993年 11月 9日出願（特願平 5-303518）　 1995年 5月 23日公開（特開平 7-134023）　 1996年 3月
13日登録（特許第 2500373号）
バルク弾性波の発生方法
1992年 12月 18日出願（特願平 4-355522）　 1994年 7月 8日公開（特開平 6-186208）　 1996年 6月
10日登録（特許第 2059037号）
原子間力顕微鏡および原子間力顕微鏡における試料観察方法
1993年 5月 13日出願（特願平 5-135342）　 1994年 11月 25日公開（特開平 6-323834）　 1996年 7月
8日登録（特許第 2535759号）
超音波を導入するカンチレバーを用いた物性の計測方法および装置
1995年 12月 6日出願（特願平 7-344902）　 1997年 6月 20日公開（特開平 9-159681）　 1996年 12月
19日登録（特許第 2730673号）
原子間力顕微鏡および原子間力顕微鏡における摩擦の解析方法
1994年 11月 15日出願（特願平 6-305564）　 1996年 6月 7日公開（特開平 8-146019）　 1997年 11月
20日登録（特許第 2852397号）
Atomic Force Microscope and Method of Analyzing Frictions in Atomic Force Microscope
1995年 9月 15日出願（08/528,956）　 1998年 9月 8日登録（5,804,708）
Method Using Cantilever to Measure Physical Properties
1996年 12月 3日出願（08/753,933）　 1999年 12月 28日登録（6,006,593）
ナトリウム漏洩防止温度計
1996年 5月 10日出願（特願平 08-116173）　 1997年 11月 28日公開（特開平 09-304190）　 2002年 10
月 25日登録（特許第 3362599号）
原子間力顕微鏡における試料観察方法および原子間力顕微鏡
2001年 3月 22日出願（特願 2001-081805）　 2002年 9月 25日公開（特開 2002-277378）　 2003年 10
月 10日登録（特許第 3481213号）
構造物の非破壊検査方法およびその装置
2000年 5月 8日出願（特願 2000-135074）　 2001年 11月 16日公開（特開 2001-318082）　 2004年 10
月 15日登録（特許第 3607569号）
球面上の弾性波の発生法
2000年 3月 28日出願（特願 2000-088252）　 2001年 10月 5日公開（特開 2001-27381）　 2005年 12月
22日登録（特許第 3753300号）
Specimen Observation Method in Atomic Force Microscopy and Atomic Force Microscope
2002年 3月 21日出願（10/103524）　 2006年 1月 10日登録（6,983,644）
Surface acoustic wave element, electric signal processing apparatus using the surface acoustic wave element,
environment evaluating apparatus using the electric signal processing apparatus and analyzing method using
the surface acoustic wave element
2004年 4月 7日出願（PCT/JP02/10477）　 2004年 9月 30日公開（US 2004/0189148 A1）　 2007年
1月 30日登録（US7,170,213　 B2）
弾性表面波素子、弾性表面波素子を用いた電気信号処理装置、及び電気信号処理装置を用いた環境評価装置
2001年 10月 9日出願（特願 2001-311788）　 2003年 4月 18日公開（特開 2003-115743）　 2007年 6月
22日登録（特許第 3974765号）
弾性表面波素子及び弾性表面波素子を用いた分析方法
2001年 10月 9日出願（特願 2001-311789）　 2003年 4月 18日公開（特開 2003-115744）　 2007年 6月
22日登録（特許第 3974766号）
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 9
山中　一司
Surface Acoustic Wave Device and Environmental Diﬀerence Detecting Apparatus Using the Surface
Acoustic Wave Device
2006年 3月 17日出願（11/377615）　 2006年 9月 28日公開（US 2006/0214537 A1）　 2007年 7月 24
日登録（US 7,247,969 B2）
音響光学素子
2001年 3月 27日出願（特願 2001-091175）　 2002年 10月 3日公開（特開 2002-287105）　 2007年 9月
14日登録（特許第 4012698号）
Surface acoustic wave device and environmental diﬀerence detecting apparatus using the surface acoustic
wave device
2007年 6月 18日出願（11/812374）　 2007年 10月 25日公開（US 2007/0247022 A1）　 2008年 4月
22日登録（US 7,362,034 B2）
Surface Acoustic Wave Device and Environmental Diﬀerence Detecting Apparatus Using the Surface
Acoustic Wave Device
2007年 6月 18日出願（11/812370）　 2007年 10月 25日公開（US 2007/0247020 A1）　 2008年 5月 6
日登録（US 7,368,847 B2）
Surface Acoustic Wave Device and Environmental Diﬀerence Detecting Apparatus Using the Surface
Acoustic Wave Device
2007年 6月 18日出願（11/812,373）　 2007年 10月 25日公開（US 2007/0247021 A!）　 2008年 5月 6
日登録（US 7,368,848 B2）
SAW DEVICE(弾性表面波素子)
2000年 12月 18日出願（PCT/JP2000/008961）　 2001年 6月 21日公開（WO/2001/045255）　 2008
年 6月 20日登録（4143296）
弾性表面波素子
2001年 12月 18日出願（特願 2001-545433）　 2008年 6月 20日登録（特許第 4143296号）
Surface Acoustic Wave Device and Environmental Diﬀerence Detecting Apparatus Using the Surface
Acoustic Wave Device
2007年 6月 18日出願（11/812369）　 2007年 10月 18日公開（US2007/0241639 A1）　 2008年 8月 5
日登録（US 7,408,285 B2）
Surface Acoustic Wave Device and Environmental Diﬀerence Detecting Apparatus Using the Surface
Acoustic Wave Device
2007年 6月 18日出願（11/812367）　 2007年 10月 18日公開（US 2007/0241638 A1）　 2008年 9月 9
日登録（US 7,423,360 B2）
引出電極の作製方法
2000年 6月 8日出願（特願 2000-171388）　 2001年 12月 18日公開（特開 2001-347426）　 2008年 9月
26日登録（特許第 4190704号）
球状弾性表面素子の駆動測定方法及び電磁波送受信システム
2003年 11月 21日出願（特願 2003-393057）　 2005年 6月 16日公開（特開 2005-159580）　 2009年 10
月 30日登録（特許第 4399241号）
弾性表面波素子及び弾性表面素子を用いた環境差異検出装置
2003年 9月 19日出願（特願 2003-327950）　 2005年 4月 7日公開（特開 2005-94609）　 2009年 12月
18日登録（第 4426802号）
弾性表面波素子及び弾性表面波素子を用いた環境差異検出装置
2003年 9月 19日出願（特願 2003-327951）　 2005年 4月 7日公開（特開 2005-94610）　 2009年 12月
18日登録（特許第 4426803号）
ENVIRONMENT DIFFERENCE DETECTOR
（環境差異検出装置）
2005年 3月 31日出願（PCT/JP2005/006367）　 2005年 10月 13日公開（WO2005095947A1）　 2010
年 1月 19日登録（US 7,647,814 B2）
閉じたき裂の定量評価法、及び閉じたき裂の定量評価装置
2004年 4月 27日出願（特願 2004-131540）　 2005年 11月 10日公開（特開 2005-315636）　 2010年 7
月 2日登録（特許第 4538629号）
センサヘッド、ガスセンサ及びセンサユニット
2004年 3月 26日出願（PCT/JP2004/004315）　 2004年 10月 7日公開（WO2004/086028A1）　 2010
年 10月 22日登録（特許第 4611890）
球の非破壊検査装置
2001年 9月 27日出願（特願 2001-297019）　 2003年 4月 3日公開（特開 2003-098156）　 2011年 1月
28日登録（特許第 4670000）
弾性表面波素子及び弾性表面波素子を用いた環境差異検出装置
2009年 9月 28日出願（特願 2009-222891）　 2009年 12月 24日公開（特開 2009-303267）　 2011年 3
月 11日登録（特許第 4700750号）
弾性表面波素子及び弾性表面波素子を用いた環境差異検出装置
2009年 9月 28日出願（特願 2009-222864）　 2009年 12月 24日公開（特開 2009-303266）　 2011年 3
月 11日登録（特許第 4700748号）
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弾性表面波素子及び弾性表面波素子を用いた環境差異検出装置
2009年 9月 28日出願（特願 2009-222890）　 2010年 1月 7日公開（特開 2010-004567）　 2011年 3月
11日登録（特許第 4700749号）
気体圧力測定装置
2004年 3月 31日出願（特願 2004-104139）　 2005年 10月 20日公開（特開 2005-291790）　 2011年 7
月 29日登録（特許第 4789424）
球状弾性表面波素子及び回転角度測定装置
2004年 12月 20日出願（特願 2004-368101）　 2006年 7月 6日公開（特開 2006-177674）　 2011年 10
月 28日登録（特許第 4852240号）
異方性球状材料の方向測定方法、異方性球状材料の方向測定装置および球状弾性表面波素子の製造方法
2006年 5月 23日出願（特願 2006-142637）　 2007年 12月 6日公開（特開 2007-315778）　 2012年 4月
27日登録（特許第 4978922号）
GAS ANALYZER AND METHOD OF GAS ANALYSIS(ガス分析装置およびガス分析方法）
2007年 5月 24日出願（PCT/JP2007/060599）　 2008年 5月 15日公開（WO2008/056458）　 2012年
7月 17日登録（US8,220,310 B2）
球状弾性表面波素子
2008年 3月 17日出願（特願 2008-67408）　 2009年 10月 1日公開（特開 2009-225105）　 2012年 9月
28日登録（特許第 5093593号）
GAS ANALYZER AND METHOD OF GAS ANALYSIS(ガス分析装置およびガス分析方法）
2007年 5月 24日出願（特願 2008-542997）　 2012年 12月 28日登録（特許第 5164116号）
構造物欠陥の映像化方法、構造物欠陥の映像化装置、気泡の映像化方法および気泡や病変部の映像
化装置 (IMAGING METHOD OF STRUCTURE DEFECT,IMAGING DEVICE OF STRUCTURE
DEFECT,IMAGING METHOD OF BUBBLE OR LESION AND IMAGING DEVICE OF BUBBLE OR
LESION)
2009年 5月 19日出願（PCT/JP2009-059212）　 2013年 7月 31日登録（ZL 2009 8 0128195.5）
構造物欠陥の映像化方法、構造物欠陥の映像化装置、気泡の映像化方法および気泡や病変部の映像
化装置 (IMAGING METHOD OF STRUCTURE DEFECT,IMAGING DEVICE OF STRUCTURE
DEFECT,IMAGING METHOD OF BUBBLE OR LESION AND IMAGING DEVICE OF BUBBLE OR
LESION)
2009年 5月 19日出願（PCT/JP2009/059212）　 2010年 1月 21日公開（WO2010/007830 A1）　 2013
年 8月 23日登録（特許第 5344492号）
構造物欠陥の映像化方法、構造物欠陥の映像化装置、気泡の映像化方法および気泡や病変部の映像
化装置 (IMAGING METHOD OF STRUCTURE DEFECT,IMAGING DEVICE OF STRUCTURE
DEFECT,IMAGING METHOD OF BUBBLE OR LESION AND IMAGING DEVICE OF BUBBLE OR
LESION)
2009年 5月 19日出願（PCT/JP2009/ 059212）　 2010年 1月 21日公開（WO2010/007830）　 2013年
10月 15日登録（US 8,559,696 B2）
気体分析装置
2009年 12月 8日出願（特願 2009-278808）　 2011年 6月 23日公開（特開 2011-122855）　 2014年 3月
28日登録（特許第 5505616号）
混合ガスの分析装置及び混合ガスの分析方法
2009年 11月 16日出願（特願 2009-260883）　 2011年 6月 2日公開（特開 2011-106911）　 2014年 4月
18日登録（特許第 5522659号）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
基盤研究 (B) 1998年4月 －2001年3月
[カンチレバーの高次振動を用いる超音波原子間力顕微鏡によるナノメカニカ
ル物性計測]
特別推進研究 1999年4月 －2004年3月
[複合環境下における破壊の物理化学と制御システム]
基盤研究 (B) 2000年4月 －2002年3月
[大型構造物の非破壊検査のための低周波レーザー超音波法]
基盤研究 (B) 2001年4月 －2004年3月
[超音波原子間力顕微鏡による表面下の原子層の観察と操作]
基盤研究 (C) 2002年4月 －2004年3月
[レーザーインパクト法による大型構造物の欠陥の遠隔映像化技術]
(挑戦的)萌芽研究 2003年4月 －2005年3月
[超音波原子間力顕微鏡のナノスケール非破壊内部計測を用いた薄膜製造プロ
セス支援]
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基盤研究 (B) 2003年4月 －2005年3月
[非線形超音波を利用した高経年化構造部材の閉じたき裂と微小き裂の検出 
評価]
基盤研究 (A) 2004年4月 －2007年3月
[応力腐食割れ  疲労き裂定量評価のためのサブハーモニック超音波計測及び
映像法]
基盤研究 (C) 2005年4月 －2007年3月
[微細加工電極により分極  駆動される強誘電体の超音波原子間力顕微鏡によ
る非破壊評価]
基盤研究 (B) 2006年4月 －2008年3月
[経年劣化評価のための非線形超音波フェイズドアレイ基盤技術の構築]
基盤研究 (A) 2009年4月 －2012年3月
[共焦点サブハーモニック超音波フェーズドアレイによる応力腐食割れの高分
解能映像法]
(挑戦的)萌芽研究 2012年4月 －2014年3月
[球の弾性表面波の周囲ガスへの漏洩に基づく高真空から加圧域まで使える真
空計]
(挑戦的)萌芽研究 2012年4月 －2014年3月
[閉じたき裂の映像法サブハーモニック超音波フェーズドアレイ　―曲面対応
への新展開―]
基盤研究 (A) 2012年4月 －2015年3月
[高時間分解能サブハーモニック超音波映像法の開発と鋼管オンライン検査へ
の適用]
(挑戦的)萌芽研究 2014年4月 －2015年3月
[材料の初期損傷と閉じたき裂の計測評価を遠隔から行える非線形レーザ超音
波法]
(挑戦的)萌芽研究 2014年4月 －2017年3月
[コンクリート構造物の閉じたき裂評価のための低周波非線形超音波映像法の
創出]
その他の競争資金獲得実績
新規産業創造型提案公募事業 1998年9月 －2001年3月
[位相速度走査法レーザー超音波による高指向性超音波の発生と非破壊評価へ
の応用 （材料の物性  欠陥の評価及び音速測定精度の検証）]
その他寄附金 2000年7月 －現在
[材料評価学に関する研究助成金]
その他寄附金 2000年9月 －2003年3月
[材料評価学に関する研究助成金]
その他寄附金 2000年12月－2001年3月
[材料評価学に関する研究助成金]
その他寄附金 2003年10月－2004年3月
[材料評価学に関する研究助成金]
科学技術振興調整費 2004年4月 －2006年3月
[ボール SAW水素ガスセンサの開発]
原子力安全基盤調査研究 2005年9月 －2008年2月
[非線形超音波フェーズドアレイによる閉口き裂の評価法に関する研究]
戦略的創造研究推進事業 2006年10月－2012年3月
[多種類の危険  有害ガスに対する携帯型高感度ガスセンサシステム]
経済産業省　高経年化対策強化基盤整備事業 2009年7月 －2010年3月
[経済産業省　高経年化対策強化基盤整備事業]
経済産業省　高経年化対策強化基盤整備事業 2010年7月 －2011年3月
[経済産業省　高経年化対策強化基盤整備事業]
経済産業省　平成 23年度高経年化技術評価高度化事業 2011年10月－2012年2月
[経済産業省　平成 23年度高経年化技術評価高度化事業]
経済産業省　平成 24年度高経年化技術評価高度化事業 2012年5月 －2013年3月
[経済産業省　平成 24年度高経年化技術評価高度化事業]
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原子力規制委員会　原子力規制庁 　平成 25年度高経年化技術評価高度化事業 2013年7月 －2014年3月
[原子力規制委員会　原子力規制庁 　平成 25年度高経年化技術評価高度化
事業]
イノベーションシステム整備事業　大学発新産業創出拠点プロジェクト（プロ
ジェクト支援型）
2014年11月－2017年3月
[ボール SAWセンサを用いた小型  高速  高感度な微量水分計ユニットの事
業化]
著書
1) 高温セラミック材料（執筆担当部分）「超音波顕微鏡によるセラミック表面の評価」. [日刊工業新聞, (1985)8月
]
山中一司
2) ファインセラミック成形加工と接合技術（執筆担当部分）「ファインセラミックスの加工表面の検査と評価」
. [工業調査会, (1988)9月]
山中一司
3) 超音波と材料日本材料学会編裳華房先端材料シリ-ズ（執筆担当部分）「超音波顕微鏡」. [裳華房, (1992)3月]
山中一司
4) Advances in Acoustic Microscopy Volume1（執筆担当部分）New Approaches in Acoustic Microscopy for
Noncontact Measurement and Ultrahigh Resolution. [Plenum　 Press, (1995)]
Kazushi Yamanaka
5) 超音波便覧（執筆担当部分）レーザー超音波法. [丸善, (1999)9月]
山中一司
6) 金属便覧（執筆担当部分）超音波顕微鏡. [日本金属学会, (2000)6月]
山中一司
7) 超音波用語辞典. [工業調査会, (2005)8月]
山中一司
8) Characterization of MATERIALS vol.3（執筆担当部分）ULTRASONIC ATOMIC FORCE MICROSCOPY.
[WILEY, (2012)10月]
Kazushi Yamanaka, Toshihiro Tsuji
9) Advance in Acoustic Microscory and High Resolution Imaging（執筆担当部分）12 Ultrasonic atomic force
microscopy. [Wiley VCH, (2013)3月]
Kazushi Yamanaka, Toshihiro Tsuji
10) Acoustic Scanning Probe Microscopy（執筆担当部分）Chapter6 Ultrasonic Atomic Force Microscopy UAFM.
[Springer, (2013)3月]
Kazushi Yamanaka,Toshihiro Tsuji
研究論文
1) Kinetic Study of Denaturation and Reduction of Lysozyme by the Rapid Ultrasonic Absorption Measurement.
[Biopolymers, 17, (1978), 2159-2169]
K. Yamanaka,H. Nakajima and Y. Wada
2) New Instrument for Rapid and Accurate Measurement of Ultrasonic Velocity and Attenuation Using a
Minicomputer System. [Japanese Journal of Applied Physics, 18 (7), (1979), 1379-1385]
H. Nakajima, H. Tanaka, O. Shimazaki, K. Yamanaka , T. Kinoshita and Y.Wada
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3) 活性化反応性蒸着法による炭化チタン斜め蒸着膜の構造と耐摩耗性. [潤滑, 27 (2), (1981), 119-124]
山中一司
4) チタン炭窒化蒸着膜の組成  構造と機械的性質. [真空, 24 (4), (1981), 104-106]
榎本祐嗣，山中一司
5) Fringe Pattern Around Surface Crack Observed with Scanning Acoustic Microscope. [Electronics Letters, 17
(18), (1981), 638-640]
K.Yamanaka
6) 摩擦摩耗対策としてのトライボロジ-、「セラミックス表面層の超音波顕微鏡による評価」. [機械技術研究所
　昭和 56年度春季研究講演会資料, (1981), 52-69]
山中一司
7) カソードルミネセンス法によるダイヤモンド  MgO単結晶表面損傷の観察. [真空, 25 (4), (1982), 311-314]
榎本祐嗣，山中一司，渡辺栄一，柴富邦夫
8) Observation of Surface Cracks with Scanning Acoustic Microscope. [Journal of Applied Physics, 53 (2),
(1982), 846-850]
K.Yamanaka and Y.Enomoto
9) Observation of Subsurface Flaws with Scanning Acoustic Microscope. [Japanese Journal of Applied Physics,
21 (3), (1982), 141-143]
K.Yamanaka,Y.Enomoto and Y.Tsuya
10) Analysis of SAW Attenuation Measurement Using Acoustic Microscopy. [Elestronics Letters, 18 (14), (1982),
587-589]
K.Yamanaka
11) Cathodoluminescence at Frictional Damage in MgO Single Crystal. [Journal of Materials Science, 17, (1982),
3288-3292]
Y.Enomoto and K.Yamanaka
12) Broadband Pulses of Leaky Surface Acoustic Wave in Acoustic Microscope. [IEEE Ultrasonics Symposium
Proceeding, (1982), 609-612]
K.Yamnaka and Y.Enomoto
13) 超音波顕微鏡によるセラミックス表面の評価. [電気通信学会技術報告, 82 (187), (1982), 13-19]
山中一司，榎本祐嗣
14) Characterization of PVD Films with Scanning Acoustic Microscope. [International Conference on Vacuum
Metallurgy, (1982), 1857-1863]
K.Yamanaka and Y.Enomoto
15) 超音波顕微鏡のトライボロジーへの応用. [潤滑, 27 (10), (1982), 733-736]
山中一司
16) Application of Scanning Acoustic Microscopy to the Study of Fracture and Wear. [Acoustical Imaging, 12,
(1983), 79-87]
K.Yamanaka,Y.Enomoto and Y.Tsuya
17) Surface Acoustic Wave Measurements Using an Impulsive Converging Beam. [Journal of Applied Physics, 54
(8), (1983), 4323-4329]
K.Yamanaka
18) Velocity Measurement of Surface Acoustic Wave by Means of Impulsive Converging Beam. [Japanese Journal
of Applied Physics, 22 (3), (1983), 60-62]
K.Yamanaka
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19) Acoustic Microscopy of Ceramics Coating for Tools and Sliding. [IEEE Ultrasonics Symposium Proceeding,
54 (8), (1983), 645-648]
K.Yamanaka,Y.Enomoto and Y.Tsuya
20) 超音波顕微鏡による固体表面のキャラクタリーゼーション. [表面科学, 4 (3), (1983), 149-156]
山中一司
21) 超音波顕微鏡による固体表面のキャラクタリーゼーション. [理研シンポジウム「レーザーと音響映像法」資
料, (1983), 23-26]
山中一司
22) Acoustic Microscopy of Ceramics Sliding Materials. [Japanese Journal of Applied Physics, 23 (1), (1984),
200-202]
K.Yamanaka,Y.Enomoto and Y.Tsuya
23) Anisotropy Detection in Hot-Pressed Silicon Nitride by Acoustic Microscopy Using the Line Focus Beam.
[Electronics Letters, 21 (4), (1985), 165-167]
K.Yanamaka, Y.Enomoto and Y.Tsuya
24) Acoustic Microscopy of Ceramics Indentation Fracture. [Japanese Journal of Applied Physics, 24 (1), (1985),
184-186]
K.Yamanaka and Y.Enomoto
25) Acoustic microscopy of indentation fracture and wear of ceramics. [Proc.Japan International Tribology
Conference, (1985), 115-120]
K.Yamanaka and Y.Enomoto
26) Analysis of Subsurface Cracks in Acoustic Microscopy. [Japanese Journal of Applied Physics, 25 (2), (1986),
191-193]
K.Yamanaka
27) Some Applications of the Cathodoluminescence Mode in a Scanning Electron Microscope for Studying the Wear
Behabiour of Ceramics. [Wear, (110), (1986), 239-250]
Y.Enomoto, K.Yamanaka and K.Saito
28) Observation Via Cathodoluminescence of Static and Sliding Damage in Sapphire Crystals. [Journal of Materials
Science, 21, (1986), 1487-1490]
Y.Enomoto and K.Yamanaka
29) Study of fracture and wear by acoustic microscopy. [Ultrasonic Spectroscopy and its Application to Materials
Science, (1987), 44-49]
K.Yamanaka
30) Evaluation of Machined Ceramics Surface by Acoustic Microscopy. [IEEE Ultrasonic Symposium Proceeding,
(1988), 591-594]
K.Yamanaka and Y.Tsuya
31) Improvement of Piezoelectric Photoacoustic Imaging Using Images at Diﬀerent Modulation Frequencies.
[Japanese Journal of Applied Physics, 28, (1989), 246-248]
Y.Nagata,H.Ogiso,K.Yamanaka and Y.Tsuya
32) Improved Ultrasonic evaluation of Green Ceramics using Surface Bonded Adhesive Tapes. [Materials
Evaluation, 47 (7), (1989), 828-836]
K.Yamanaka,C.K.Jen,C.Neron and J.F.Bussiere
33) Picosecond Laser Generation of Ultrashort Acoustic Pulses. [Journal of Physics Applied Physics, 22, (1989),
569-572]
Y.Harada,Y.Kanemitsu,N.Nakano,H.Kuroda and K.Yamanaka
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34) Dynamics of Picosecond Laser Generated Acoustic Waves. [Japanese Journal of Applied Physics, 28, (1989),
234-236]
Y.Kanemitsu,Y.Harada,N.Nakano,H.Kuroda, Y.Tanaka and K.Yamanaka
35) Study of Spherulites in a Semi-crystalline Polymer using Acoustic Microscopy. [Mat.Res.Soc.Symp.Proc, 142,
(1989), 253-259]
J.Duquesne,K.Yamanaka,C.Neron,C.K.Jen,L.Piche and J.F.Bussiere
36) Low Temperature Acoustic Microscopy with Continous Temperature Control. [Proc.Ultrasonic Interna-
tional,89, (1989), 744-747]
K.Yamanaka,Y.Nagano and T.Koda
37) Characterizaion of Ion Implanted Layer Using Ion-Induced Acoustic Signal. [Japanses Journal of Applied
Physics, 29, (1990), 13-15]
H.Ogiso,S.Nakano,Y.Nagata,K.Yamanaka and T.Koda
38) Variable Low Temperature Acousitc Microscopy and its Application to Polymers. [Jaoanese Journal of Applied
Physics, 29, (1990), 292-295]
K.Yamanaka,Y.Nagata and T.Koda
39) Observation of Layered Structure Utilizing Wavelength Dependence of Photoacoustic Signal. [Japanes Journal
of Applied Physics, 29, (1990), 258-260]
Y.Nagata,K.Yamanaka and T.Koda
40) The Eﬀect of MeV Au Ion Implantation into MgO on Hardness and Suppressing Crack Propagation. [Proc.13th
Simposium on Ion Source and Ion-Assisted Technology, (1990), 341-344]
H.Ogiso,S.Nakano,Y.Nagata,K.Yamanaka and T.Koda
41) Anomalous Cracking of Bearing Balls under Liquid Butane Environment. [Proc.Japan International Tribology
Conference, (1990), 277-282]
K.Mizuhara,T.Taki and K.Yamanaka
42) Enhancement of Acoustic Imaging of Polymers by Cooling. [Ultrasonic, 29, (1991), 159-165]
K.Yamanaka,Y.Nagata and T.Koda
43) Selective Excitation of Single-made Acoustic Waves by the Phase Velocity Scanning of a Laser Beam. [Applied
Physics Letters, 58 (15), (1991), 1591-1593]
K.Yamanaka,Y.Nagata and T.Koda
44) Evaluation of MeV Si Implanted Si Using Beam Acoustic Method. [Japanses Journal of Applied Physics, 30,
(1991), 250-251]
H.Ogiso,S.Nakano,Y.Nagata,K.Yamanaka and T.Koda
45) Characterization of Multilayered Structures by Piezoelectric Photoacoustic Imaging. [Japanses Journal of
Applied Physics, 30, (1991), 289-291]
H.Nabeta,K.Yamanaka,Y.Nagata,T.Koda,Y.Kanemitsu and Y.Masumoto
46) レーザービームの高速走査による超音波の発生法. [電子情報通信学会技術研究報告, 91, (1991), 15-22]
山中一司, 永田可彦, 甲田寿男
47) Low Temperature Acoustic Microscopy for Materials Characterization. [IEEE Ultrasonics Symposium
Proceeding, (1991), 913-920]
K.Yamanaka,Y.Nagata and T.Koda
48) Variable Wavelength Photoacoustic Microscopy. [IEEE Ultrasonics Symposium Proceeding, (1991), 655-659]
Y.Nagata,K.Yamanaka,H.Ogiso and T.Koda
49) 積層構造体の光音響効果の理論. [機械技術研究所所報, 45 (4), (1991), 18-33]
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山中一司，永田可彦，甲田寿男，鍋田博之，金光義彦，桝本泰章
50) レーザーの位相速度走査による単一モード超音波の発生法. [日本音響学会誌, 48 (8), (1992), 564-571]
山中一司，永田可彦，甲田寿男
51) Photoacousitc Characterization of Semiconductor Heterostructures. [Japanese Jouranl of Applied Physics, 31,
(1992), 29-31]
Y.Kanemitsu,H.Nabeta,H.Matsue,A.Yamamoto, Y.Nagata,K.Yamanaka,T.Koda and Y.Masumoto
52) Characterization of Ion Implanted Silicon and Diamond by Variable Wavelength Photoacoustic Microscopy and
Scanning Acoustic Microscopy. [Nondestructive Testing and Evaluation, 8 (9), (1992), 1013-1023]
Y.Nagata,K.Yamanaka,H.Ogiso,S.Nakano and T.Koda
53) Generation of Dispersive Acoustic Waves by the Phase Velocity Scanning of a Laser Beam. [Review of Progress
in Quantitative Nondestructive Evaluation, 11, (1992), 633-640]
K.Yamanaka,Y.Nagata and T.Koda
54) 微粒子懸濁液からの光音響  焦電信号の温度依存性. [機械技術研究所所報, 46 (1), (1992), 1-6]
甲田寿男，篠崎修，中野禅，小木曽久人，永田可彦，山中一司
55) Generation of surface acoustic waves by rapidly scanned laser beam. [5th Conference on Nondestructive
Characterization of Materials, (1992), 137-148]
K.Yamanaka,Y.Nagata and T.Koda
56) Characterization of Micromechanical Component uisng Acoustic Microscopy and New Design Concepts based
on Controlled Elasticity Distribution. [Proc.third International Conference on Micromachine and Human
Interface, (1992), 59-66]
K.Yamanaka,O.Kolosov,Y.Nagata,H.Ogiso and S.Nakano T.Koda
57) Functional Fabrications for Micromachine Elements Using high energy ion implantation technique. [Proc.third
International conference on micromachine and human interface, (1992), 59-66]
S.Nakano,K.Yamanaka,H.Ogiso and T.Koda
58) Anomalous cracking of bearing balls under a liquid-butane environment. [Tribology International, 26, (1993),
135-142]
K.Mizuhara,T.Taki and K.Yamanaka
59) Excitation of high frequency surface acoustic waves by phase velocity scanning of a laser interference fringe.
[Applied Physics Letters, 62 (17), (1993), 2036-2038]
H.Nishino,Y.Tsukahara,Y.Nagata,T.Koda and K.Yamanaka
60) Generation of 100-MHz-band Rayleigh waves by phase velocity scanning of a laser interference fringe. [Japanese
Journal of Applied Physics, 32 (5), (1993), 2536-2539]
H.Nishino,Y.Ysukahara,Y.Nagata,T.Koda and K.Yamanaka
61) Nonlinear detection of ultrasonic vibrations in an atomic force microscope. [Japanese Journal of Applied
Physics, 32 (8), (1993), 1095-1098]
O.Kolosov and K.Yamanaka
62) Microscale evaluation of the viscoelastic properties of polymer gel for artiﬁcial muscles using transmission
acoustic microscopy. [Journal of Applied Physics, 74 (10), (1993), 6407-6412]
O.Kolosov,M.Suzuki,and K.Yamanaka
63) レーザー干渉縞の位相速度走査による超高周波超音波発生技術. [電子情報通信学会技術研究報告, 92-94,
(1993), 1-8]
山中一司，西野秀郎，塚原祐輔，永田可彦，甲田寿男
64) Evaluation of a point-spread function of focusing systems using spherical reﬂector. [Proc.Ultrasonics
International ’93, (1993), 547-550]
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O.Kolosov,K.Yamanaka,O.Lobkis and P.Zinin
65) Selective excitation of bulk and surface acoustic waves by rapid scanning of a laser interference fringe.
[Proc.Ultrasonics International ’93, (1993), 807-810]
K.Yamanaka,H.Nishino,Y.Tsukahara,Y.Nagata and T.Koda
66) Simultaneous measurement of thickness and sound velocity of a plate during tensile testing in low tempera-
ture acoustic microscopy. [Proc.of the third Society for the Advancement of Material and Process Engineer-
ing(SAMPE), (1993), 2202-2207]
H.Sato,O.Kolosov,Y.Nagata,T.Koda and K.Yamanaka
67) Ultrasonic force microscope(UFM)-a nondestructive evaluation of elastic properties at nanoscale-. [Proc 3rd
Japan SAMPE Symposium Dec 8-10 Tokyo Japan, (1993), 2196-2201]
O.Kolosov,H.Ogiso and K.Yamanaka
68) Analysis of excitation and coherent amplitude enhancement of surface acoustic waves by phase velocity scannig
method. [Journal of Applied Physics, 74 (11), (1993), 6511-6522]
K.Yamanaka,O.Kolosov,H.Nishino,Y.Tsukahara,Y.Nagata,and T.Koda
69) Ultrasonic force microscopy for nanometer resolution subsurface imaging. [Applied Physics Letters, 64 (2),
(1994), 178-180]
K.Yamanaka,H.Ogiso and O.Kolosov
70) Adjustable acoustic knife edge for anisotropic and dark-ﬁeld acoustic imaging. [Japanese Journal of Applied
Pyhsics, 33 (1), (1994), 329-333]
O.Kolosov and K.Yamanaka
71) Analysis of subsurface imaging and eﬀect of contact elasticity in the ultrasonic force microscope. [Japanese
Journal of Applied Physics, 33 (5), (1994), 3197-3203]
K.Yamanaka,H.Ogiso and O.Kolosov
72) Optical probe detection of surface acoustic waves generated by phase velocity scanning of laser interference
fringes. [Japanese Journal of Applied Physics, 33 (5), (1994), 3260-3264]
H.Nishino,Y.Tsukahara,Y.Nagata,T.Koda and K.Yamanaka
73) 心拍リズムで駆動する扇風機の特性. [日本音響学会誌, 50 (10), (1994), 836-841]
甲田寿男，永田可彦，小木曽久人，中野禅，山中一司
74) Acoustic imaging of plate thickness and sound velocity during tensile testing at low temperature. [Japanaese
Journal of Applied Physics, 33 (11), (1994), 6373-6378]
H.Sato,O.Kolosov,Y.Nagata,T.Koda and K.Yamanaka
75) Boundary characteristics of the guided and nonguided discharge by an excimer laser. [Advancement of
Inteligent Production, (1994), 553-557]
Y.Hoshi,T.Koda,H.Yoshida,K.Yamanaka and Y.Usui
76) Surface acoustic waves generation by phase velocity scanning of laser interference fringes and its application
to nondestructive materials evaluation. [Nondestructive characterizarion of materials VI(Ed R.E.Green et
al,Plenum), (1994), 307-315]
H.Nishino,Y.Tsukahara,Y.Ngata,T.Koda and K.Yamanaka
77) Elastic imaging with nanoscale and atomic resolution by ultrasonic force microscopy(UFM). [Proceeding of
JRDC International Symposium on Nanostrustures and Quantum Eﬀects (Research Development Corporation
of Japan,Tokyo,1993), (1994), 345-348]
O.Kolosov,H.Ogiso,H.Tokumoto and K.Yamanaka
78) Ultrasonic force microscopy of biopolymers at frequencies above 100MHz. [Nanostructures and Quantum
Eﬀects(H.Sakaki and H.Noge eds.Springer Series in Materials Science 31), (1994), 349-353]
K.Yamanaka,O.Kolosov and H.Ogiso
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79) 原子間力顕微鏡を用いた非破壊評価技術. [日本非破壊検査協会第 3分科会資料, (1994), 1-5]
山中一司
80) レーザー干渉縞の位相速度走査によるバルク超音波の発生と指向性の制御. [Japanese Journal of Applied
Physics, 34 (5), (1995), 2874-2878]
H.Nishino,Y.Tsukahara,Y.Nagata,T.Koda and K.Yamanaka
81) Lateral force modulation atomic force microscope for selective imaging of friction forces. [Japanese Journal of
Applied Physics, 34 (5), (1995), 2879-2882]
K.Yamanaka and E.Tomita
82) UFM observation of lattice defects in highly oriented pyrolytic graphite. [Thin Solid Films, 273, (1995),
116-121]
K.Yamanaka
83) SAW Velocity Measurement of Crystals and Thin Films by Phase Velocity Scanning of Laser Interference
Fringes. [IEEE Transaction UFFC, 42 (3), (1995), 381-386]
K.Yamanaka, H.Nishino, H.Cho, Y.Nagata, T.Koda, M.Inaba, A.Sato and Y.Tsukahara
84) レーザー干渉縞の位相速度走査により励起した弾性表面波を用いた多孔質シリコンの物性評価. [電子情報通
信学会技術報告, (1996), 41-47]
長秀雄，竹本幹男，西野秀郎，塚原祐輔，佐藤倬暢，佐藤治道，中野禅，山中一司
85) Ultrasonic atomic force microscope with overtone excitation of cantilever. [Japanese Journal of Applied Physics,
35 (6), (1996), 3787-3792]
K.Yamanaka and S.Nakano
86) Evaluation of surface defects using surface acoustic waves generated by phase velocity scannnig of laser
interference fringes. [Japanese Journal of Applied Physics, 35 (5), (1996), 3066-3069]
Harumichi Sato,Hideo Sho,Hideo Nishino, Hisato Ogiso and Kazushi Yamanaka
87) Surface acoustic wave velocity and attenuation dispersion measurement by phase velocity scanning of laser
interference fringes. [Japanese Journal of Applied Physics, 35 (5), (1996), 3062-3065]
Hideo Cho,Harumichi Sato,Mikio Takemoto, Akinobu Sato and Kazushi Yamanaka
88) Nondestructive evaluation of elastic properties in porous silicon ﬁlm on si(100) by the phase velocity scanning
of laser interference fringes. [1995 IEEE Ultrasonics Symposium Proceeding, (1996), 757-760]
H.Cho,H.Sato,H.Nishino,Y.Tsukahara,M.Inaba, A.Sato,M.Takemoto,S.Nakano and K.Yamanaka
89) Characterization of nano-scale mechanical properties by novel vibration mode in scanning probe microscopy.
[International Symposium on Measurement Technology and Intelligent Instruments, (1996), 451-457]
Kazushi Yamanaka,Shizuya Nakano and Hisato Ogiso
90) Lateral force modulation atomic force microscopy of Langmuir Blodgett ﬁlm in water. [Japanese Journal of
Applied Physics, 35 (10), (1996), 5421-5425]
K. Yamanaka, H. Takano, E. Tomita and M. Fujihira
91) Unidirectional Bulk Acoustic Wave Excitation by Scanning Interference Fringes and its Application to Acoustic
Imagings. [1995 IEEE Ultrasonics Symposium Proceeding, (1996), 673-678]
Hideo Nishino, Yusuku Tsukahara, Hideo Cho, Harumichi Sato and Kazushi Yamanaka
92) ウェーブレット変換による表面弾性波群速度分散の定量化とシンプレックス法による表面層特性の逆解析.
[材料科学, 33 (5), (1996), 247-254]
長 秀雄, 山中 一司, 竹本 幹男
93) Quantitative Material Characterization by ultrasonic atomic force microscope. [Proceedings of the World
Congress on Ultrasonics 1997, (1997), 70-71]
Kazushi Yamanaka and Shizuka Nakano
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 19
山中　一司
94) Precise measurement in laser ultrasonics by phase velocity scanning of interference fringes. [Japanese Journal
of Applied Physics, 36 (5), (1997), 2939-2945]
Kazushi Yamanaka
95) In situ observation of sintered iron and carbon steel compacts using a low temperature acoustic microscope.
[Japanese Journal of Applied Physics, 36 (5), (1997), 3260-3265]
Norimitsu Hirose, Junichi Asami, Harumichi Sato and Kazushi Yamanaka
96) Evaluation of the elastic properties of a cantilever using resonant frequencies. [Japanese Journal of Applied
Physics, 36 (5), (1997), 3265-3266]
Shizuka Nakano, Ryutaro Maeda and Kazushi Yamanaka
97) Evaluation of standard defects using surface acoustic waves generated by phase velocity scanning of laser
interference fringes. [Japanese Journal of Applied Physics, 36 (5), (1997), 3267-3269]
Harumichi Sato, Shizuka Nakano, Hisato Ogiso and Kazushi Yamanak
98) Friction,wear,and triboelectron emission of hydrogenated amorphous carbon ﬁlms. [Tribology Transactions,
40 (3), (1997), 507-513]
Kenji Nakayama, Kazushi Yamanaka, Hiroshi Ikeda and Toshiyuki Sato
99) 弾性波を用いた気相蒸着チタンナイトライド膜の特性評価 -第 1報 レーザ表面波による弾性特性の非破壊評
価 -. [日本機械学会論文集 (A編), 63 (609), (1997), 1050-1056]
長 秀雄,小川 真吾,山中 一司,竹本 幹男
100) 弾性波を用いた気相蒸着チタンナイトライド膜の特性評価 -第 2報 圧縮負荷中の AE原波形解析による膜強
度評価 -. [日本機械学会論文集（Ａ）, 63 (609), (1997), 1057-1062]
小川真吾,長 秀雄,山中 一司,竹本 幹男
101) Quantitative elesaticity evaluation by contact resonance in an atomic force microscope. [Applied Physics A,
66, (1998), 313-317]
K.Yamanaka and S.Nakano
102) Lattice disorder and density of states change of graphite surface by single ion impact. [Applied Physics A, 66,
(1998), 1155-1158]
H.Ogiso,W.Mizutani,S.Nakano,H.Tokumoto and K.Yamanaka
103) Property evaluation of vapor-deposited TiN ﬁlm by analysis elastic waves (1st Report,Nondestructive evaluation
of elastic properties by laser surface acoustic waves). [JSME International Journal A, 41 (3), (1998), 439-445]
Hideo Cho, Singo Ogawa, Kazushi Yamanka and Mikio Takemoto
104) Property evaluation of vapor-deposited TiN ﬁlm by the analysis of elastic waves(2nd Report,Film strength
estimated by AE source inversion during compressive loading). [JSME International Journal A, 41 (3),
(1998), 446-451]
Singo Ogawa, Hideo Cho, Kazushi Yamanaka and Mikio Takemoto
105) Development of a scanning atom probe and atom-by-atom mass analysis of diamonds. [Applied Physics A,
66, (1998), 11-16]
O.Nishikawa,T.Sekine,Y.Ohtani,K.Maeda,Y.Numada,M.Watanabe,M.Iwatsuki,S.Aoki,J.Itoh,K.Yamanaka
106) Widely changing probability of surface damage creation induced by a single ion the MeV ion energy range.
[Journal of Vacuum Science & Technology B, 16 (4), (1998), 1914-1918]
Hisato Ogiso,Hiroshi Tokumoto,Shizuka Nakano and Kazushi Yamanaka
107) Estimation of elastic constants from surface acoustic wave velocity by inverse analysis using the downhill simplex
method. [Japanese Journal of Applied Physics, 35 (5), (1998), 3116-3119]
H. Sato, H. Nishino, H. Cho, H. Ogiso and K. Yamanaka
108) Visualization of Laser Ultrasounds by Photoelasticity. [Nondestructive Characterization of Materials IX,
(1999), 168-173]
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Tsuyoshi Mihara, Yasunori Otsuka, Hideo Cho and Kazushi Yamanaka
109) Increasing the frequency of acoustic waves generated by phase velocity scanning of laser interference fringes.
[Review of Scientiﬁc Instruments, 70 (11), (1999), 4435-4436]
Harumichi Sato,Hisato Ogiso,Akira Yabe, Kazushi Yamanaka
110) Characterization of delamination in titanium nitride coating on steel using acoustic microscopy. [Journal of
Materials Science, 34, (1999), 6095-6098]
Seung Seok Lee,Bongyoung Ahn,K.Yamanaka
111) Quantitative Material Characterization by Ultrasonic AFM. [Surface and Interface Analysis, 27, (1999), 600-
606]
K.Yamanaka,A.Noguchi,T.Tsuji,T.Koike and T.Goto
112) Ultrasonic Atomic Force Microscopy for Quantitative Evaluation of Nano-scale Elasticity. [The Second Japan-
US Symposium on Advances in NDT, (1999), 114-119]
K.Yamanaka,T.Koike,T.Tsuji,A.Noguchi,T.Mihara
113) Evaluation of Spot Weld Bonding Using Mode Converted Shear Wave. [The Second Japan-US Symposium on
Advances in NDT, (1999), 131-135]
T.Mihara,K.Kaneko,K.Yamanaka,K.Yoshida,T.Komai
114) Inverse analysis on elastic constants of wthsin ﬁlms from the phase velocity of surface acoustic waves.
[Proceedings of The Second Japan-US Symposium on Advances in NDT, (1999), 352-357]
Hideo Cho,Harumichi Sato,Kazushi Yamanaka
115) Nanoscale elasticity measurement with in situ tip shape estimation in atomic force microscpoy. [Review of
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Symposium, (2007), 76-79]
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Dongyoun Sim, Maxey Bryan, Nobuo Takeda, Noritaka Nakaso, Naoya Iwata, Toshihiro Tsuji, and Kazushi
Yamanaka
211) Atomic force microscopy of organic sensitive ﬁlm for SAW sensors. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic
Electronics, 28, (2007), 23-24]
Kentaro Kobari, Tesuro Hotta, Naoya Iwata, Shingo Akao, Toshihiro Tsuji and Kazushi Yamanaka
212) Application ofφ 1ｍｍ Ball SAW Gas Sensor with Temperature Compensation using Frequency Dispersion of
Harmonics. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 28, (2007), 101-102]
Dongyoun Sim, Bryan Maxey, Nobuo Takeda, Noritaka Nakaso, Naoya Iwata, Toshihiro Tsuji, and Kazushi
Yamanaka
213) Observation of SAW propagation on a quartz ball with concave proximate electrodes. [Proceedings of
Symposium on Ultrasonic Electronics, 28, (2007), 103-104]
Takayuki Yanagisawa, Kazunori Ote, Tsuneo Ohgi, Noritaka Nakaso, and Kazushi Yamanaka
214) 球状弾性表面波ガスクロマトグラフのためのマイクロ分離カラムの開発. [Proceedings of Symposium on
Ultrasonic Electronics, 28, (2007), 165-166]
赤尾慎吾,岩田尚也,佐久間正典,大西秀和,野口和洋,辻俊宏,中曽教尊,山中一司
215) Quantitative analysis of mixed gas using ball SAW sensor with a separation column. [Proceedings of Symposium
on Ultrasonic Electronics, 28, (2007), 363-364]
Masanori Sakuma, Hidekazu Oonishi, Naoya Iwata, Shingo Akao, Kazuhiro Noguchi, Toshihiro Tsuji,
Noritaka Nakaso, Takeshi Fukiura, Kazushi Yamanaka
216) Accurate Ultrasonic Evaluation of Closed Cracks Using Subharmonic Phased Array. [Proceedings of
International Congress on Ultrasonics, (2008)]
Yoshikazu OHARA, Setsu YAMAMOTO, Tsuyoshi MIHARA, and Kazushi Yamanaka
217) ボール SAWセンサの高度化. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2008, (2008), 95-98]
山中一司,中曽教尊,吹浦健,沈東演
218) ボール SAWガスクロにおける感応膜の作製と評価. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2008, (2008), 99-100]
岩田尚也,佐久間正典,辻俊宏,赤尾慎吾,野口和洋,中曽教尊, 沈東演,竹田宣生,吹浦健,山中一司
219) 原子間力顕微鏡による圧電単結晶表面性状の評価. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2008, (2008), 103-106]
辻俊宏,堀田哲朗,小針健太郎,山中一司
220) き裂評価のためのサブハーモニック超音波フェーズドアレイ（SPACE）へのレーザー干渉計の応用. [非破壊
検査, 57 (4), (2008), 198-203]
山本摂,小原良和,三原毅,山中一司
221) One-Millimeter Diameter Harmonic Ball Surface Acoustic Wave Gas Sensor with Temperature Compensation
by Itself. [Japanese Journal of Applied Physics, 47 (5), (2008), 4070-4075]
Dongyoun SIM, Bryan MAXEY, Nobuo TAKEDA, Noritaka NAKASO, Naoya IWATA, Toshihiro TSUJI,
and Kazushi YAMANAKA
222) Development of Microseparation Column for Ball Surface Acoustic Wave Gas Chromatograph. [Japanese
Journal of Applied Physics, 47 (5), (2008), 4086-4090]
Shingo AKAO, Naoya IWATA, Masanori SAKUMA, Hidekazu OHNISHI, Kazuhiro NOGUCHI, Toshihiro
TSUJI, Noritaka NAKASO, and Kazushi YAMANAKA
223) Ultrasonic Evaluation of Closed Cracks Using Subharmonic Phased Array. [Japanese Journal of Applied
Physics, 47 (5B), (2008), 3908-3915]
Yoshikazu OHARA, Setsu YAMAMOTO, Tsuyoshi MIHARA, and Kazushi YAMANAKA
224) Observation of Surface Acoustic Wave Propagation on a Quartz Ball with Concave Proximate Electrodes..
[Japanese Journal of Applied Physics, 47 (5), (2008), 4081-4085]
Takayuki YANAGISAWA, Kazunori OTE, Tsuneo OHGI, Noritaka NAKASO, and Kazushi YAMANAKA
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225) Accurate Measurement of Closed Cracks Using Subharmonic Phased Array. [Nonlinear Acoustics-
Fundamentals and Applications, 18, (2008), 557-560]
Yoshikazu OHARA, Setsu YAMAMOTO, Hiroaki ENDO, Tsuyoshi MIHARA, and Kazushi YAMANAKA
226) Analysis of Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE) Using Elastic-Body-Oscillator Model.
[Nonlinear Acoustics-Fundamentals and Applications, 18, (2008), 577-580]
Kazushi YAMANAKA, Yoshikazu OHARA, Setsu YAMAMOTO, and Hiroaki ENDO
227) Evaluation of Functional Materials and Devices Using Atomic Force Microscopy with Ultrasonic Measurements.
[Japanese Journal of Applied Physics, 47 (7), (2008), 6070-6076]
Kazusi YAMANAKA,Kenntaro KOBARI,and Tosihiro TSUJI
228) Formation of Stress Corrosion Cracks in Austenitic Stainless Steel and Their Evaluation Usingu Subharmonic
Phased Array for Crack Evaluation (SPACE).. [35th Annual Review of Progress in Quantitative Nondestructive
Evaluation, (2008)]
Hiroaki ENDO, Kousuke SASAKI, Setsu YAMAMOTO, Yoshikazu OHARA, Kazushi YAMANAKA
229) Selectivity Enhancement of Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE). [35th Annual Review
of Progress in Quantitative Nondestructive Evaluation, (2008)]
Kazushi YAMANAKA, Yoshikazu OHARA
230) Ball SAW Gas Chromatograph system for Analysis of Mixed Volatile Organic Compounds. [Proceedings of
Symposium on Ultrasonic Electronics, 29, (2008), 249-250]
Yutaro Yamamoto,Shingo Akao,Masanori Sakuma,Kentaro Kobari,Kazuhiro Noguchi,Noritaka Nakaso,Toshihiro
Tsuji,Kazushi Yamanaka
231) Development of Orientation Controlled Ball Surface Acoustic Wave Device with Optimal IDT Position and
Analysis of Propagation Characteristics. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 29, (2008),
251-252]
Takayuki Yanagisawa,Tsuneo Ohgi,Noritaka Nakaso　 and Kazushi Yamanaka
232) Fabrication of Thin Sensitive Film of Ball SAW Sensor Using Oﬀ-Axis Spin Coating Method. [Proceedings of
Symposium on Ultrasonic Electronics, 29, (2008), 253-254]
Kentaro Kobari,Yutaro Yamamoto,Masanori Sakuma,Shingo Akao,Toshihiro Tsuji and Kazushi Yamanaka
233) Ultrasonic Measurement of Closed Stress Corrosion Crack Depth Using Subharmonic Phased Array. [Proceed-
ings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 29, (2008), 351-352]
Yoshikazu Ohara,Hiroaki Endo,Tsuyoshi Mihara　 and Kazushi Yamanaka
234) Visualization of elastic waves by photorefractive imaging method. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic
Electronics, 29, (2008), 375-376]
Takahiro Miura,Makoto Ochiai,Yoshikazu Ohara and Kazushi Yamanaka
235) Development of precise rotation manipulator of a ball based on resonant vibration of cantilever. [Proceedings
of Symposium on Ultrasonic Electronics, 29, (2008), 491-492]
Teruyuki Tomita,Toshihiro Tsuji　 and Kazushi Yamanaka
236) Step-by-step Electrospray Deposition of Organic Sensitive Film for Surface Acoustic Wave Sensor. [2008 IEEE
International Ultrasonic Symposium (IUS), (2008)]
Toshihiro Tsuji, Tetsuro Hotta, Yutara Yamamoto, Kentaro Kobari, Shingo Akao, Noritaka Nakaso,
Kazushi Yamanaka
237) Development of Ball SAW Gas Chromatogram System for Analysis of Hydrocarbon and Alcohol. [2008 IEEE
International Ultrasonic Symposium (IUS), (2008)]
Shingo Akao, Masanori Sakuma, Kentaro Kobari, Yutaro Yamamoto, Kazuhiko Noguchi, Toshihiro Tsuji,
Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
238) Detection of Dangerous Gases in Disturbing Gases Using Ball SAW Gas Chromatograph. [2008 IEEE
International Ultrasonic Symposium (IUS), (2008)]
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 29
山中　一司
Masanori Sakuma, Toshihiro Tsuji, Kentaro Kobari, Shingo Akao, Kazuhiko Noguchi, Noritaka Nakaso,
Kazushi Yamanaka
239) Visualization of Elastic Waves by Photorefractive Imaging Method. [第 29回超音波エレクトロニクスの基礎
と応用に関するシンポジウム USE2008, (2008)]
Takahiro Miura, Makoto Ochiai, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
240) Development of Orientation Controlled Ball Surface Acoustic Wave Device with Optimal IDT Position and
Analysis of Propagation Chracteristics. [第 29回超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム
USE2008, (2008)]
Takayuki Yanagisawa, Tsuneo Ohgi, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
241) Development of Precise Rotation Manipulator of a Ball Based on Resonant Vibration of Cantilever. [第 29回
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム USE2008, (2008)]
Teruyuki Tomita, Toshihiro Tsuji, Kazushi Yamanaka
242) Fabrication of Thin Sensitive Film of Ball SAW Sensor Using Oﬀ-Axis Spin Coating Method. [第 29回超音波
エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム USE2008, (2008)]
Kentaro Kobari, Yutaro Yamamoto, Masanori Sakuma, Shingo Akao, Toshihiro Tsuji, Kazushi Yamanaka
243) Ultrasonic Measurement of Closed Stress Corrosion Crack Depth Using Subharmonic Phased Array. [第 29回
超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム USE2008, (2008)]
Yoshikazu Ohara, Hiroaki Endo, Tsuyoshi Mihara, Kazushi Yamanaka
244) 固体内超音波の非線形現象を利用した閉じたき裂の非破壊検査技術.. [電子情報通信学会論文誌, J91-A (12),
(2008), 1116-1124]
小原良和,山中一司
245) 軸外スピンコート法を用いたボール SAWセンサの感応膜の作製. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2009講
演論文集, (2009), 129-134]
辻俊宏、河合優樹、小針健太郎、山本祐太朗、佐久間正典、赤尾慎吾、山中一司
246) 弾性表面波ガスクロマトグラフのための圧力ジャケットを用いたシリコンガラス陽極接合構造のパックドカ
ラムの開発. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2009講演論文集, (2009), 35-140]
山本祐太朗、赤尾慎吾、鈴木亨紀、佐久間正典、小針健太郎、野口和洋、中曽教尊、辻俊宏、山中一司
247) Selectivity Enhancement of Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation.. [Review of Progress in
Quantitative Nondestructive Evaluation, 28, (2009), 824-831]
Kazushi YAMANAKA, Yoshikazu OHARA
248) Fabrication of Thin Sensitive Film of Ball Surface Acoustic Wave Sensor by Oﬀ-Axis Spin-Coating Method..
[Japanese Journal of Applied Physics, 48 (7), (2009), 07GG13-1-6]
Kentaro KOBARI, Yutaro YAMAMOTO, Masanori SAKUMA, Shingo AKAO, Toshihiro TSUJI, Kazushi
YAMANAKA
249) Development of Packed Column for Surface Acoustic Wave Gas Chromatograph Using Anodically Bonded
Silicon-Glass Structure with a Cmpression Jacket.. [Japanese Journal of Applied Physics, 48 (7), (2009),
07GG12-1-3]
Yutaro YAMAMOTO, Shingo AKAO, Masanori SAKUMA, Kentaro KOBARI, Kazuhiro NOGUCHI,
Noritaka NAKASO, Toshihiro TSUJI, Kazushi YAMANAKA
250) Ultrasonic Measurement of Closed Stress Corrosion Crack Depth Using Subharmonic Phased Array.. [Japanese
Journal of Applied Physics, 48 (7), (2009), 07GD01-1-6]
Yoshikazu OHARA, Hiroaki ENDO, Tsuyoshi MIHARA, Kazushi YAMANAKA
251) Improvement of Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE) for Field Inspections. [36th Annual
Review of Progress in Quantitative Nondestructive Evaluation, (2009)]
Yohei Shintaku, Yoshikazu Ohara, Hiroaki Endo, Makoto Hashimoto, Kazushi Yamanaka
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252) Monitoring Growth of Closed Fatigue Crack Using Subharmonic Phased Array. [36th Annual Review of
Progress in Quantitative Nondestructive Evaluation, (2009)]
Yoshikazu Ohara, Hiroaki Endo, Makoto Hashimoto, Yohei Shintaku, Kazushi Yamanaka
253) Measurement of Naturally Collimated Propagation of SAW Around the Z Axis Cylinder of a Quartz Ball Array.
[2009 IEEE International Ultrasonic Symposium (IUS), (2009)]
Takayuki Yanagisawa, Tsuneo Ogi, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
254) Development of Ball SAW Gas Chromatograph for Natural Gas Components. [2009 IEEE International
Ultrasonic Symposium (IUS), (2009)]
Yutaro Yamamoto, Shingo Akao, Hiroki Nagai, Noritaka Nakaso, Toshihiro Tsuji, Kazushi Yamanaka
255) Separation and Measurement of Mixed Hazardous Gases by Ball SAW Gas Chromatograph with Sensitive Film
Fabricated Using Oﬀ-Axis Spin-Coating. [2009 IEEE International Ultrasonic Symposium (IUS), (2009)]
Toshihiro Tsuji, Yuki Kawai, Kentaro Kobari, Yutaro Yamamoto Shingo Akao, Noritaka Nakaso, Kazushi
Yamanaka
256) Improvement of Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE) with LiNbO3 Single Crystal Array
Transmitter. [2009 IEEE International Ultrasonic Symposium (IUS), (2009)]
Yoshikazu Ohara, Hiroaki Endo, Makoto Hashimoto, Yohei Shintaku, Kazushi Yamanaka
257) Monitoring of Fatigue Damage Using Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE). [2009 IEEE
International Ultrasonic Symposium (IUS), (2009)]
Yoshikazu Ohara, Hiroaki Endo, Makoto Hashimoto, Yohei Shintaku, Kazushi Yamanaka
258) Nonlinear Ultrasonic Imaging of Closed Cracks Using Subtraction of Responses at Diﬀerent Loads. [Proceed-
ings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 30, (2009), 69-70]
Makoto Hashimoto,Yoshikazu Ohara,Hiroaki Endo, Yohei Shintaku and Kazushi Yamanaka
259) Development of Ball SAW Gas Chromatograph for Natural Gas Analysis. [Proceedings of Symposium on
Ultrasonic Electronics, 30, (2009), 79-80]
Shingo Akao,Yutaro Yamamoto,Hiroki Nagai, Tsuneo Ohgi,Takayuki Yanagisawa,Kazuko Okubata, Hisaya
Jige,Takeshi Fukiura,Norikata Nakaso, Toshihiro Tsuji and Kazushi Yamanaka
260) Observation of closed crack distribution by steering intense ultrasound and with shoe to house transmitter and
receiver. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 30, (2009), 251-252]
Yohei Shintaku,Yoshikazu Ohara,Hiroaki Endo,Makoto Hashimoto and Kazushi　 Yamanaka
261) Development of Forward Flush Method for Ball SAW Gas Chromatograph. [Proceedings of Symposium on
Ultrasonic Electronics, 30, (2009), 18-20]
Yutaro Yamamoto,Shingo Akao,Toshihiro Sakamoto and Kazushi Yamanaka
262) IDT の方位と膜厚最適化によるボール SAW 素子の高度化. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic
Electronics, 30, (2009), 597-598]
柳沢恭行,大木恒郎,赤尾慎吾,中曽教尊,小原良和,山中一司
263) ボール SAW素子におけるすだれ状電極の方位と伝搬特性の関係.. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2010講
演論文集, (2010), 99-100]
柳沢恭行,大木恒郎,赤尾慎吾,中曽教尊,小原良和,辻俊宏,山中一司
264) ボール SAWセンサを用いた多種類の危険  有害ガス分析法の開発.. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2010
講演論文集, (2010), 115-116]
山本祐太朗,赤尾慎吾,永井弘樹,坂本俊裕,岩谷隆光,中曽教尊,辻俊宏,山中一司
265) Monitoring Growth of Closed Fatigue Crack Using Subharmonic Phased Array.. [Review of Progress in
Quantitative Nondestructive Evaluation, 29, (2010), 903-909]
Yoshikazu OHARA, Hiroaki ENDO, Makoto HASHIMOTO, Kazushi YAMANAKA
マイクロシステム学講座（材料システム計測学分野） 0 – 31
山中　一司
266) サブハーモニック超音波フェーズドアレイ SPACEを用いた閉じたき裂の映像化.. [電子情報通信学会技術研
究報告, US2010-2, (2010), 5-10]
小原良和，新宅洋平，橋本真琴，堀之内聡，山中一司
267) Development of Multiple-Gas Analysis Method Using the Ball Surface Acoustic Wave Sensor.. [Japanese
Journal of Applied Physics, 49 (7), (2010), 07HD14-1-5]
Yutaro Yamamoto, Shingo Akao, Hiroki Nagai, Toshihiro Sakamoto, Noritaka Nakaso, Toshihiro Tsuji,
Kazushi Yamanaka
268) Ultrasnic Imaging of Stress Corrosion Crack Formed in High Temperature Pressurized Water Using Subhar-
monic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE).. [International Academy,Research,and Industry Associ-
ation(IARIA)　 The First International Conference on Sensor Device Technologies and Applications, (2010)]
Yoshikazu OHARA,Yohei SHINTAKU,Satoshi HORINOUCHI,Makoto HASHIMOTO,Yuichi YAM-
AGUCHI,Minoru TAGAMI,Kazushi YAMANAKA
269) Ultrasonic Imaging of Stress Corrosion Crack Formed in High Temperature Pressurized Water Using
Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE).. [XV International Conference on Nonlinear
Elasticity in Materials (15th ICNEM), (2010)]
Yoshikazu Ohara, Hiroaki Endo, Makoto Hashimoto, Yohei Shintaku, Kazushi Yamanaka
270) Phased-Array Imaging Using Subtraction of Nonlinear Ultrasonic Responses at Diﬀerent External Loads.. [37th
Annual Review of Progress in QNDE, (2010)]
Yoshikazu OHARA,Satoshi HORINOUCHI,Yohei SHINTAKU,Makoto HASHIMOTO,Kazushi YA-
MANAKA
271) Compensation for Beam Deﬂection in Ultrasonic Phased Array Imaging of Defects in Weld Metal.. [37th
Annual Review of Progress in QNDE, (2010)]
Yoshikazu Ohara, Satoshi Horinouchi, Yohei Shintaku, Makoto Hashimoto, Kazushi Yamanaka
272) Fundamental Study on Nonlinear Ultrasonic Imaging Method for Closed Cracks Using Subtraction of Responses
at Diﬀerent External Loads. [Proceedings of 20th International Congress on Acoustics,ICA 2010, (2010), 254-
1-5]
Yoshikazu Ohara,Yohei Shintaku,Makoto Hashimoto,Satoshi Horinouchi and Kazushi Yamanaka
273) Evaluation of stress corrosion cracks in metals by linear and nonlinear ultrasound. [Proceedings of 20th
International Congress on Acoustics,ICA 2010, (2010), 473-1-4]
Yohei Shintaku,Yoshikazu Ohara,Makoto Hashimoto,Satoshi Horinouchi and Kazushi Yamanaka
274) Ball SAW gas chromatograph for detection of mixed VOC and FC gases. [Proceedings of 20th International
Congress on Acoustics,ICA 2010, (2010), 373-1-4]
Toshihiro Tsuji,Shohei Kawai,Hiroki Nagai,Toshihiro Sakamoto,Takamitsu Iwaya,Shingo Akao,Takayuki
Yanagisawa,Tsuneo Ohgi,Noritaka Nakaso and Kazushi Yamanaka
275) Possibility for sub-ppm hydrogen detection with the ball SAW sensor. [Proceedings of 20th International
Congress on Acoustics,ICA 2010, (2010), 378-1-4]
Hiroki Nagai,Shohei Kawai,Osamu Ito,Toru Oizni,Toshihiro Tsuji,Nobuo Takeda,Kazushi Yamanaka
276) 軸外スピンコート法で成膜した感応膜を用いる球状弾性表面波センサによる極性化合物の測定. [電子情報通
信学会技術研究報告, US2010-55, (2010), 39-44]
辻俊宏,小峰和也,永井弘樹,坂本俊裕,岩谷隆光,赤尾慎吾,柳沢恭行,大木恒郎,中曽教尊,山中一司
277) 超音波フェーズドアレイによる溶接金属中の欠陥映像化のための音響異方性の解析. [電子情報通信学会技術
研究報告, US2010-67, (2010), 105-110]
新宅洋平,小原良和,山中一司
278) ボール SAW ガスクロマトグラフのための金属カラムの開発. [日本音響学会 2010 年秋季研究発表会講演論,
(2010), 1439-1440]
岩谷隆光, 赤尾慎吾, 辻俊宏, 坂本俊裕, 中曽教尊, 山中一司
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279) ボール SAW センサによる VOC および燃料電池関連ガスの計測. [日本音響学会 2010 年秋季研究発表会講演
論, (2010), 1437-1438]
岩谷隆光, 赤尾慎吾, 辻俊宏, 坂本俊裕, 中曽教尊, 山中一司
280) Ultrasonic Imaging of Stress Corrosion Crack Formed in High Temperature Pressurized Water Using
Subharmonic Phased Array.. [Proceedings of Meeting on Acoustics (POMA), 10巻, (2010), 045007-1-8]
Yoshikazu OHARA,Yohei SHINTAKU,Satoshi HORINOUCHI,Makoto HASHIMOTO,Yuichi YAM-
AGUCHI,Minoru TAGAMI,Kazushi YAMANAKA
281) Novel phased array imaging of defects in weld metals compensating the beam deﬂection.. [2010 IEEE
International Ultrasonics Symposium (IUS), (2010)]
Yohei SHINTAKU,Yoshikazu OHARA,Makoto HASHIMOTO,Satoshi HORINOUCHI,Kazushi YA-
MANAKA
282) Ball SAW gas chromatograph for automatic analysis of wide variety of gases.. [2010 IEEE International
Ultrasonics Symposium (IUS), (2010)]
Toshihiro SAKAMOTO,Shingo AKAO,Hiroki NAGAI,Takamitsu IWAYA,Noritaka NAKASO,Toshihiro
TSUJI,Kazushi YAMANAKA
283) Development and Evaluate of metal MEMS Column for the Ball SAW Gas Chromatograph.. [2010 IEEE
International Ultrasonics Symposium (IUS), (2010)]
Shingo AKAO,Takamitsu IWAYA,Toshihiro SAKAMOTO,Hiroki NAGAI,Toshihiro TSUJI,Noritaka
NAKASO,Kazushi YAMANAKA
284) Measurement of Closed Fatigue Cracks with Nonlinear Ultrasonic Imaging Method Using Subtraction of
Responses at Diﬀerent Loads.. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 31, (2010), 61-62]
Makoto HASHIMOTO,Satoshi HORINOUCHI,Yohei SHINTAKU,Yoshikazu OHARA,Kazushi 　 YA-
MANAKA
285) Evaluation of acoustic anisotropy to image defects in weld metal by ultrasonic phased array.. [Proceedings of
Symposium on Ultrasonic Electronics, 31, (2010), 67-68]
Yohei SHINTAKU,Yoshikazu OHARA,Kazushi　 YAMANAKA
286) Development of ball SAW gas chromatograph with quantitative analysis of multiple hazard gases.. [Proceedings
of Symposium on Ultrasonic Electronics, 31, (2010), 185-186]
Toshihiro SAKAMOTO,Shingo AKAO,Hiroki NAGAI,Takamitsu IWAYA,Aya YOSHINO,Noritaka
NAKASO,Toshihiro TSUJI,Kazushi　 YAMANAKA
287) Pressure Characteristics of Leaky Loss and Velocity on Ball SAW Device.. [Proceedings of Symposium on
Ultrasonic Electronics, 31, (2010), 213-214]
Takayuki YANAGISAWA,Shingo AKAO,Noritaka NAKASO,Toshihiro TSUJI,Omar ELMAZRIA,Kazushi
　 YAMANAKA
288) Development and Evaluation of metal MEMS Column for the Ball SAW Gas Chromatograph.. [Proceedings
of Symposium on Ultrasonic Electronics, 31, (2010), 453-454]
Shingo AKAO,Takamitsu IWAYA,Toshihiro SAKAMOTO,Hiroki NAGAI,Noritaka NAKASO,Toshihiro
TSUJI,Kazushi　 YAMANAKA
289) 環境計測のためのボール SAW ガスクロマトグラフシステム. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2011講演論
文集, (2011), 127-128]
坂本俊裕, 吉野絢, 岩谷隆光, 永井弘樹, 小峯和也, 辻俊宏, 赤尾慎吾, 柳沢恭行,大木恒郎, 中曽教尊, 山中
一司
290) ボール SAWセンサによる極性ガスの高感度測定. [圧電材料 デバイスシンポジウム 2011講演論文集, (2011),
121-126]
永井弘樹, 小峯和也, 吉野絢, 岩谷隆光, 坂本俊裕, 辻俊宏, 赤尾慎吾, 柳沢恭行,大木恒郎, 中曽教尊, 山中
一司
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291) Meandering Collimated Beam of Surface Acoustic Waves on a Trigonal Crystal Ball. [Applied Physics Letters,
98 (12), (2011), 123508-1-3]
Takayuki YANAGISAWA, Tsuneo OHG, Shingo AKAO, Noritaka NAKASO, Yusuke TSUKAHARA,
Yoshikazu OHARA, Toshihiro TSUJI, Kazushi YAMANAKA
292) Nonlinear Ultrasonic Imaging Method for Closed Cracks Using Subtraction of Responses at Diﬀerent External
Loads. [Ultrasonics, 51, (2011), 661-666]
Yoshikazu OHARA, Satoshi HORINOUCHI, Makoto HASHIMOTO, Yohei SHINTAKU, Kazushi YA-
MANAKA
293) Two-Demensional Analyses of Subharmonic Generation at Closed Cracks in Nonlinear Ultrasonics.. [Applied
Physics Express, 4, (2011), 076601-1-3]
Kazushi YAMANAKA, Yoshikazu OHARA, Miyuki OGUMA, Yohei SHINTAKU
294) Evaluation of Acoustic Anisotropy to Image Defects in Weld Metal by Ultrasonic Phased Array.. [Japanese
Journal of Applied Physics, 50, (2011), 096601-1-7]
Yohei SHINTAKU, Yoshikazu OHARA, Kazushi YAMANAKA
295) Development of Subharmonic Phased Array for Crack Evaluation (SPACE) with a Single Array Transducer
for Evaluation of Closed Stress Corrosion Cracks. [International Congress on Ultrasonics (ICU 2011), (2011),
268-268]
Satoshi Horinouchi, Yohei Shintaku, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
296) Abnormaly Sensitive Suraface of Langasite to Polar Volatile Organic Compounds and Its Application to Surface
Acoustic Wave Sensor. [International Congress on Ultrasonics (ICU 2011), (2011), 154-155]
Toshihiro Tsuji, Hiroki Nagai, Kazuya Komine, Aya Yoshino, Takamitsu Iwaya, Toshihiro Sakamoto,
SHingo Akao, Takayuki Yanagisawa, Tsuneo Ohgi, Noritaka Nakaso, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
297) Accelerated Formation of Closed Stress Corrosion Cracks in Ni-Based Alloy Weld Metal and Its Evaluation by
Subharmonic Phased Array. [International Congress on Ultrasonics (ICU 2011), (2011), 263-264]
Yoshikazu Ohara, Satoshi Horinouchi, Yohei Shintaku, Kazushi Yamanaka
298) Two Dimensional Model for Subharmonic Generation at Closed Cracks. [Proceedings of International Congress
on Ultrasonics (ICU), (2011)]
Kazushi Yamanaka, Yoshikazu Ohara, Miyuki Oguma, Yohei Shintaku
299) Development of Metal MEMS Column for Portable Acoustic Wave Gas Chromatograph. [International
Congress on Ultrasonics (ICU 2011), (2011), 150-151]
Takamitsu Iwaya, Shingo Akao, Toshihiro Sakamoto, Aya Yoshino, Toshihiro Tsuji, Noritaka Nakaso,
Kazushi Yamanaka
300) Ball SAWGas Chromatograph for Environmental Analysis. [International Congress on Ultrasonics (ICU 2011),
(2011), 149-150]
Toshihiro Sakamoto, Shingo Akao, Takamitsu Iwaya, Toshihiro Tsuji, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
301) Imaging and Analysis of Closed Stress Corrosion Cracks Using Subharmonic Phased Array. [International
Conference on Advanced Technology in Experimental Mechanics 2011 (ATEM’11), (2011)]
Yoshikazu Ohara, Shintaku Yohei, Kazushi Yamanaka
302) 非線形超音波映像法による閉じた疲労き裂の進展モニタリング. [電子情報通信学会論文誌 A, 94-A (11),
(2011), 800-808]
小原良和、橋本真琴、堀之内聡、新宅洋平、山中一司
303) 単一アレイのサブハーモニック超音波フェーズドアレイ SPACEの開発とステンレス鋼溶接部の閉じた応力
腐食割れの高選択性映像化. [非破壊検査, 60（11）, (2011), 096601-1-7]
小原良和、堀之内聡、新宅洋平、柴崎亮、山口雄一、田上稔、山中一司
304) Two-Dimensional Analysis of Subharmonic Ultrasound Generation at Closed Cracks by Damped Double Nodes.
[6th International Workshop NDT in Progress, (2011)]
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Kazushi Yamanaka, Yohei Shintaku, Miyuki Oguma, Yoshikazu Ohara
305) Analyses on Nonlinear Ultrasonic Imaging of Closed Cracks by Damped Double Node Model. [Proceedings of
Symposium on Ultrasonic Electronics, 32, (2011), 31-32]
Yoshikazu Ohara, Yohei Shintaku, Satoshi Horinouchi, Masako Ikeuchi, Kazushi Yamanaka
306) Evaluation of Closed Stress Corrosion Cracks in Nickel Based Alloy Weld Metal Using Subharmonic Phased
Array. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 32, (2011), 75-76]
Satoshi Horinouchi, Masako Ikeuchi, Yohei Shintaku, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
307) Automatic Measurement of Ten Kinds of Gases Using Ball SAW Gas Chromatograph. [Proceedings of
Symposium on Ultrasonic Electronics, 32, (2011), 365-366]
Toshihiro Sakamoto, Shingo Akao, Takamitsu Iwaya, Toshihiro Tsuji, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
308) Development of High Precision Metal MEMS Column for Portable SAW Gas Chromatograph. [Proceedings of
Symposium on Ultrasonic Electronics, 32, (2011), 367-368]
Takamitsu Iwaya, Shingo Akao, Toshihiro Sakamoto, Toshihiro Tsuji, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
309) 荷重差分法を用いた閉じたき裂の高選択性映像化と実機適用のための基礎的検討. [圧電材料  デバイスシン
ポジウム 2012講演論文集, (2012)]
小原良和、堀之内聡、村井智、神納健太郎、大内彬寛、池内雅子、新宅洋平、山中一司
310) 振幅差分法による非線形超音波映像における閉口き裂の選択性向上. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2012
講演論文集, (2012)]
池内雅子、堀之内聡、新宅洋平、神納健太郎、大内彬寛、村井智、小原良和、山中一司
311) サブハーモニック超音波フェーズドアレイによる金属材料溶接部の閉じた応力腐食割れの評価. [圧電材料 
デバイスシンポジウム 2012講演論文集, (2012)]
堀之内聡、池内雅子、新宅洋平、大内彬寛、神納健太郎、村井智、小原良和、山中一司
312) メタルMEMSカラムを用いた携帯型 SAWガスクロマトグラフ. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2012講
演論文集, (2012), 135-140]
岩谷隆光、竹野雄夢、坂本俊裕、赤尾慎吾、中曽教尊、辻俊宏、山中一司
313) ボール SAWガスクロマトグラフを用いた多種類のガスの連続測. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2012講
演論文集, (2012), 141-146]
坂本俊裕, 大久保道正, 萩原啓, 岩谷隆光, 赤尾慎吾, 大木恒郎, 柳沢恭行, 中曽教尊, 辻俊宏, 山中一司
314) 減衰 2重節点を用いた閉口き裂における分調波発生の 2次元解析. [非破壊検査, 61 (3（2012）), (2012),
113-121]
山中一司、小原良和、小熊みゆき、新宅洋平
315) Developement of High Precision Metal Micro-Electro-Mechanical-Systems Column for Portable Surface Acoustic
Wave Gas Chromatograph. [Japanese Journal of Applied Physics, 51 (2012), (2012), 07GC24-1-6]
Takamitsu IWAYA, Shingo AKAO, Toshihiro SAKAMOTO, Toshihiro TSUJI, Noritaka NAKASO,
Kazushi YAMANAKA
316) Continuous Measurement of Multiple Gases Using Ball Surface Acoustic Wave Gas Chromatograph. [Japanese
Journal of Applied Physics, 51 (2012), (2012), 07GC22-1-6]
Toshihiro SAKAMOTO, Shingo AKAO, Takamitsu IWAYA, Toshihiro TSUJI, Noritaka NAKASO,
Kazushi YAMANAKA
317) Evaluation of Closed Stress Corrosion Cracks in Ni-Based Alloy Weld Metal Using Subharmonic Phased Array.
[Japanese Journal of Applied Physics, 51 (2012), (2012), 07GB15-1-5]
Satoshi HORINOUCHI, Masako IKEUCHI, Yohei SHINTAKU, Yoshikazu OHARA, Kazushi YA-
MANAKA
318) Enhancement of Selectivity in Nonlinear Ultrasonic Imaging of Closed Cracks Using Amplitude Diﬀerence
Phased Array. [Japanese Journal of Applied Physics, 51 (2012), (2012), 07GB18-1-6]
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Yoshikazu OHARA, Yohei SHINTAKU, Satoshi HORINOUCHI, Masako IKEUCHI, Kazushi YA-
MANAKA
319) Two Dimensional Model for Subharmonic Generation at Closed Cracks with Damped Double Nodes. [AIP
Conference Proceedings (ISNA2012), 1474(2012), (2012), 179-182]
Kazushi Yamanaka, Yohei Shintaku, Yoshikazu Ohara
320) Formation and Evaluation of Closed Stress Corrosion Cracks in Ni-Based Alloy Weld Metal for Nuclear Power
Plants. [AIP Conference Proceedings (ISNA2012), 1474(2012), (2012), 183-186]
Kazushi Yamanaka, Yohei Shintaku, Yoshikazu Ohara
321) Experimental Study on Amplitude Diﬀerence Phased Array (ADPA) for Improvement of the Selectivity of
Closed Cracks in Nonlinear Ultrasonic Imaging. [39th Annual Review of Progress in QNDE, (2012)]
Masako Ikeuchi, Yoshikazu Ohara, Kentaro Jinnou, Akihiro Ohuchi, Kazushi Yamanaka
322) Analysis on Scattering of Large Amplitude Ultrasound at a Closed Crack by the Damped Double Node (DDN)
Model. [39th Annual Review of Progress in QNDE, (2012)]
Kazushi Yamanaka, Kentaro Jinno, Yoshikazu Ohara
323) Load Diﬀerence Phased Array with Local Cooling for High-Selectivity Imaging of Closed Cracks. [39th Annual
Review of Progress in QNDE, (2012)]
Yoshikazu Ohara, Satoru Murai, Satoshi Horinouchi, Kentaro Jin-nou, Masako Ikeuchi, Akihiro Ohuchi,
Kazushi Yamanaka
324) Large Amplitude Ultrasonic Transducer for Crack Evaluation. [The Sixth International COnference on
Emerging Security Information, Systems and Technologies (SECURWARE 2012), (2012)]
Kazushi Yamanaka, Yoshikazu Ohara
325) Enhancement of the Selectivity of Closed Cracks in Nonlinear Ultrasonic Imaging Using Amplitude Diﬀerence
Phased Array. [SICE Annual Conference 2012, (2012)]
Yoshikazu Ohara, Masako Ikeuchi, Kentaro Jinno, Akihiro Ohuchi, Satoshi Horinouchi, Kazushi Yamanaka
326) Measurement of Trace Moisture by Diﬀerential Operation of Dual Ball SAW Sensors. [2012 IEEE International
Ultrasonic Symposium (IUS), (2012)]
Satoshi Hagihara, Tosihiro Tsuji, Toru Oizumi, Shingo Akao, Kosuke Takayanagi Tsuneo Ohgi, Takayuki
Yanagisawa, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
327) Continuous Monitoring of Multiple-Gas Concentrations Using Ball SAW Gas Chromatograph. [2012 IEEE
International Ultrasonic Symposium (IUS), (2012)]
Toshihiro Tsuji, Satoshi Hagihara, Shingo Akao, Tsuneo Ohgi, Takayuki Yanagisawa, Noritaka Nakaso,
Kazsuhi Yamanaka
328) Analysis on Nonlinear Ultrasonic Images of Closed Crack by Damped Double Node Model. [2012 IEEE
International Ultrasonic Symposium (IUS), (2012)]
Kentaro Jinno, Masako Ikeuchim Akihiro Ohuchi, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
329) High-Selectivity Imaging of Closed Cracks by Load Diﬀerence Phased Array with Local Cooling. [2012 IEEE
International Ultrasonic Symposium (IUS), (2012)]
Yoshikazu Ohara, Satoru Murai, Satoshi Horinouchi, Kentaro Jinnou, Masako Ikeuchi, Akihiro Ohuchi,
Kazushi Yamanaka
330) Frequency Dependence Analysis of Ball SAW Sensor’s Response. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic
Electronics, 33, (2012), 49-50]
Toshihiro Tsuji, Satoshi Hagihara, Toru Oizumi, Nobuo Takeda, Shingo Akao, Kosuke Takayanagi, Tsuneo
Ohgi, Takayuki Yanagisawa, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
331) Analysis on Nonlinear Ultrasonic Images of Vertical Closed Cracks by Damped Double Node Model.
[Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 33, (2012), 179-180]
Kentaro Jinno, Masako Ikeuchi, Akihiro Ouchi, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
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332) Improvement of Selectivity of Closed Cracks in Nonlinear Ultrasonic Imaging by Using Amplitude Diﬀerence
of Fundamental Wave. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 33, (2012), 329-330]
Masako Ikeuchi, Kentaro Jinno, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
333) Nonlinear Ultrasonic Imaging of Closed Cracks by Load Diﬀerence Phased Array with Global Pre-Heating and
Local Cooling. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 33, (2012), 299-300]
Yoshikazu Ohara, Satoru Murai, Kohji Takahashi, Kazushi Yamanaka
334) Measurement of Trace Moisture Using Ball SAW Sensor. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics,
33, (2012), 439-440]
Satoshi Hagihara, Toshihiro Tsuji, Toru Oizumi, Nobuo Takeda, Shingo Akao, Tsuneo Ohgi, Takayuki
Yanagisawa, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
335) Pd-Pt合金膜を用いたボール SAWセンサによる水素の高感度計測. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2013
講演論文集, (2013), 85-86]
辻俊宏、三原亮祐、齋藤智弘、萩原啓、大泉透、竹田宣生、大木恒郎、柳沢恭行、赤尾慎吾、中曽教尊、
山中一司
336) 広域加熱  局所冷却を用いた荷重差分法による閉じたき裂映像化の選択性向上. [圧電材料  デバイスシンポ
ジウム 2013講演論文集, (2013), 135-139]
小原良和、高橋恒二、山中一司
337) 基本波の振幅差分を用いた非線形超音波映像法による閉口き裂の選択性向上. [圧電材料  デバイスシンポジ
ウム 2013講演論文集, (2013), 140-146]
池内雅子、神納健太郎、小原良和、山中一司
338) Improvement of Closed Crack Selectivity in Nonlinear Ultrasonic Imaging Using Fundamental Wave Amplitude.
[Japanese Journal of Applied Physics, 52(2013), (2013), 07HC08-1-5]
Masako IKEUCHI, Kentaro JINNO, Yoshikazu OHARA, Kazushi YAMANAKA
339) High-Selectivity Imaging of Closed Cracks Using Elastic Waves with Thermal Stress Induced by Global
Preheating and Local Cooling. [Applied Physics Letters, 103 (3), (2013), 031917-1-5]
Yoshikazu OHARA, Kojita TAKAHASHI, Satoru MURAI, Kazushi YAMANAKA
340) Fast and Sensitive H2 Detection by Ball Surface Acoustic Wave (SAW) Sensor with Porous Pd-Pt Alloy Film.
[2013 Joint UFFC, EFTF and PFM Symposium, (2013)]
Toshihiro Tsuji, Ryosuke Mihara, Tomohiro Saito, Satoshi Hagihara, Toru Oizumi, Nobuo Takeda, Tsuneo
Ohgi, Takayuki Yanagisawa, Shingo Akao, Noritaka Nakaso, Kazushi Yamanaka
341) Ultrasonic Imaging of Tightly Closed Cracks by Linear Phased Array with Global Preheating and Local Cooling
and the Estimation of Crack Closure Stress. [2013 Joint UFFC, EFTF and PFM Symposium, (2013)]
Koji Takahashi, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
342) Responses of Quartz Ball Surface Acoustic Wave (SAW) Sensor to Trance Moisture. [2013 Joint UFFC, EFTF
and PFM Symposium, (2013)]
Kazushi Yamanaka, Satoshi Hagihara, Tomohiro Saito, Toru Oizumi, Nobuo Takeda, Shingo Akao, Kosuke
Takaaynagi, Takayuki Yanagisawa, Noritaka Nakaso, Yusuke Tsukahara, Toshihiro Tsuji
343) Evaluation of Crack Closure Stress by Damped Double Nodes Analyses of Images Obtained by Global
Preheating and Local Cooling. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 34, (2013), 91-92]
Koji Takahashi, Kentaro Jinno, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
344) Quantitative Analysis of Nonlinear Ultrasonic Response at Closed Cracks by the Damped Double Node Model.
[Proceedings of Symposium on Ultrasonic Electronics, 34, (2013), 371-372]
Kentaro Jinno, Azusa Sugawara, Koji Takahashi, Yoshikazu Ohara, Kazushi Yamanaka
345) Highly Sensitive Trace Moisture Ball SAW Sensor Using SiOx ﬁlm. [Proceedings of Symposium on Ultrasonic
Electronics, 34, (2013), 381-382]
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Satoshi Hagihara, Toshihiro Tsuji, Toru Oizumi, Nobuo Takeda, Shingo Akao, Tsuneo Ohgi, Kosuke
Takayaangi, Takayuki Yangisawa, Noritaka Nakaso, Yusuke Tsukahara, Kazushi Yamanaka
346) 広域加熱  局所冷却を用いた閉口き裂の超音波映像と熱応力解析による閉口応力の推定. [圧電材料  デバイ
スシンポジウム 2014講演論文集, (2014), 29-34]
高橋恒二、大町弘毅、神納健太郎、小原良和、山中一司
347) 閉口き裂の非線形超音波応答の減衰二重節点モデル. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2014講演論文集,
(2014), 35-40]
神納健太郎、菅原あずさ、高橋恒二、小原良和、山中一司
348) Ｓ iXo膜を用いたボール SAWセンサによる高感度微量水分測定システムの開発. [圧電材料  デバイスシン
ポジウム 2015論文集, (2014), 47-52]
萩原啓、大場俊弘、小清水秀和、辻俊宏，大泉透，竹田宣生，赤尾慎吾，大木恒郎、高柳浩介、柳沢恭
行、中曽教尊、塚原祐輔，山中一司
349) Highly sensitive trace moisture ball surface acoustic wave sensor using SiOx ﬁlm. [Japanese Journal of Applied
Physics, 53 (7S), (2014)]
Satoshi Hagihara, Toshihiro Tsuji, Toru Oizumi, Nobuo Takeda, Shingo Akao, Tsuneo Ohgi, Kosuke
Takayanagi, Takayuki Yanagisawa, Noritaka Nakaso, Yusuke Tsukahara,Kazushi Yamanaka
350) Evaluation of crack closure stress by analyses of ultrasonic phased array images during global preheating and
local cooling. [Japanese Journal of Applied Physics, 53 (7S), (2014)]
Koji Takahashi, Kentaro Jinno, Yoshikazu Ohara and Kazushi Yamanaka
351) High-Selectivity Ultrasonic Imaging of Closed Cracks Using Global Preheating and Local Cooling. [Materials
Transactions, 55 (（7）), (2014), 1003-1010]
Yoshikazu OHARA, Koji TAKAHASHI, Kentaro JINNO, Kazushi YAMANAKA
352) Analysis on Nonlinear Ultrasonic Images of Vertical Closed Cracks by Damped Double Node Mode. [Materials
Transactions, 55 (（7）), (2014), 1017-1023]
Kentaro JINNO, Azusa SUGAWARA, Yoshikazu OHARA, Kazushi YAMANAKA
353) Highly Sensitive Ball Surface Acoustic Wave Hydrogen Sensor with Porous Pd-Alloy Film. [Materials
Transactions, 55 (（7）), (2014), 1040-1044]
Toshihiro TSUJI, Ryosuke MIHARA, Tomohiro SAITO, Satoshi HAGIHARA, Toru OIZUMI, Nobuo
TAKEDA, Tsuneo OHGI, Takayuki YANAGISAWA, Shingo AKAO, Noritaka NAKASO, Kazushi
YAMANAKA
354) Detection of Trance Water Vapor Using SiOx-Coated Ball SAW Sensor. [Materials Transactions, 55 (（7）),
(2014), 988-993]
Kosuke TAKAYANAGI, SHingo AKAO, Takayuki YANAGISAWA, Noritaka NAKASO, Yusuke TSUKA-
HARA, Satoshi HAGIHARA, Toru OIZUMI, Nobuo TAKEDA, Toshihiro TSUJI, Kazushi YAMANAKA
355) 界面での屈折  モード変換を用いたき裂評価のための分調波フェーズドアレイの開発. [圧電材料  デバイス
シンポジウム 2015論文集, (2015), 129-132]
大内彬寛，齋藤樹里，小原良和，山中一司
356) 共焦点サブハーモニック超音波フェーズドアレイを用いた閉口き裂映像化と 減衰二重節点モデルによる解析
. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2015論文集, (2015), 123-128]
菅原あずさ，神納健太郎，小原良和，山中一司
357) 広域加熱  局所冷却による閉じたき裂の超音波フェーズドアレイ映像化の定量解析. [圧電材料  デバイスシ
ンポジウム 2015論文集, (2015), 117-122]
高橋恒二，猪慶弘，小原良和，山中一司
358) ボール SAWセンサを用いた小型  高速  高感度な微量水分計の開発. [圧電材料  デバイスシンポジウム 2015
論文集, (2015), 107-112]
辻俊宏，渡邊圭，東出祐介，大泉透，竹田宣生，赤尾慎吾，塚原祐輔，山中一司
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総説・解説記事
1) 機械材料としてのセラミックス「超音波顕微鏡のセラミックス研究への応用」. [機械技術研究所第 11回研
究講演会資料, (1984), 8-18]
山中一司
2) トライボロジ-現状認識とこれからの問題. [精密機械, 51 (11), (1985), 2059-2063]
津谷裕子、山中一司、水谷和行
3) 音で見る—超音波顕微鏡は材料開発にどう役立つか—. [金属, 55 (2), (1985), 2-8]
山中一司
4) 超音波顕微鏡とその材料評価への応用. [材料, 35 (399), (1986), 1341-1351]
山中一司
5) 超音波顕微鏡による固体表面の解析. [洗浄設計, 29, (1986), 65-72]
山中一司
6) 超音波顕微鏡による材料の機械的性質の研究. [機械技術研究所報告, 141, (1987), 1-77]
山中一司
7) 超音波顕微鏡による表面の機械的性質の評価. [潤滑, 33 (8), (1988), 616-619]
山中一司
8) 超音波顕微鏡による材料の評価技術. [応用物理, 60 (3), (1991), 266-267]
山中一司
9) 超音波顕微鏡. [素形材, 32 (10), (1991), 30-37]
山中一司
10) 実働の微小機械（ミリマシン）「ミリマシンの材料と物性評価」. [精密工学学会誌, 60 (3), (1994), 345-351]
山中一司、中野禅
11) 分解能がナノメートルオーダーの超音波計測. [超音波テクノ, 7 (11), (1995), 38-42]
山中一司
12) 原子間力顕微鏡における振動を用いた材料評価技術. [計測と制御, 34 (6), (1995), 472-480]
山中一司
13) 力変調モード AFMと超音波力顕微鏡. [表面科学, 17 (1), (1996), 15-21]
山中一司
14) 位相速度走査による非接触超音波非破壊計測. [非破壊検査, 45 (6), (1996), 330-336]
山中一司
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山中一司,中曽教尊,吹浦健,沈東演
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